
№
施策名/担当部
署

保健センター

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

電子母子手帳アプリの
登録者数

450人／年 936人／年 1,333人／年 1,400人／年 1,450人／年

№
施策名/担当部
署

保健センター

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

パパママセミナーの実
施回数

12回／年 12回／年 4回/年 16回/年 16回／年

№
施策名/担当部
署

保健センター

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

保健推進員が活動する
自治組織割合

93.0% 94.7% 94.7% 96.5% 100%

■地域健康推進事業

第9期保健推進員　93名（5４/57自治組織）から選出
保健推進員の活動について普及・啓発のために、市報に保健推進員の活動を紹介しました。

保健推進員の任期満了に伴い、新たに保健推進員を依頼。新たな保健推進員の確保や、活動内容の引
継ぎ等の支援を行い。保健推進員と協力し、健康づくりの支援や保健推進員制度の普及・啓発に努め
ます。

指標／目標

出産前の子育て準備講座の充実

2

出産前から、出産や子育てに関する相談や講座を実施し、妊婦とその家族の健康づくりに取り組むこ
とで、安心して子どもを産み育てられる環境をつくります。

■母子健康教育・相談事業
■母子保健包括支援事業

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策をしてパパママセミナーを実施しました。感染状況等から秋
コース（4回）のみの実施となりました。妊婦の参加11人、父親の参加12人。中止等で参加できな
かった、49組に資料を送付しました。アンケートで相談希望有の8名に電話をしました。

新型コロナウイルス感染症拡大防止の対策をし、年16回実施予定です。感染拡大状況によっては延
期や中止とし、希望者に資料を送付します。

指標／目標

第２期ふじみ野市子ども・子育て支援事業計画実績報告
【令和2年度実績】

保健センターにおける相談・情報提供の充実

1

すくすく相談、健診後専門相談、電話での子育て相談を実施します。また、子どもの健康や予防接種
冊子の配布、ホームページやアプリなどを活用し、情報提供を充実させます。

■母子保健包括支援事業

新型コロナウイルスの感染拡大防止対策を行い、すくすく相談、健診フォロー相談、育児専門相談を
実施しました。電話での子育て相談も実施しました。（Ｒ２年度参加者延べ人数：すくすく相談330
人、健診フォロー相談50人、育児専門相談23人）

新型コロナウイルスの感染拡大防止対策を行い、すくすく相談、健診フォロー相談、育児専門相談を
実施します。電話での子育て相談も実施します。

指標／目標

保健推進員制度の普及・啓発

3

保健推進員の協力のもと、地域への母子保健情報の周知や地域の状況に応じた健康づくりを推進する
ために、保健推進員制度の普及・啓発を行います。

基本目標１ 【妊娠期・出産期】Ｎo.1～11

「命の誕生」で心があったかくなるまち

1



№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

子育てコンシェルジュ
事業利用者満足度

100% 100% 100% 100% 100%

№
施策名/担当部
署

保健センター

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

不妊治療費助成制度の
市民への周知割合（健
康カレンダー全戸配
布）

100% 100% 100% 100% 100%

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

養育支援訪問件数 87件／年 87件／年 21件／年 177件／年 156件／年

養育支援訪問事業の実施

6

養育支援が必要な家庭に対し、出産前の妊婦及び出産後の保護者への必要な助言及び指導を行うこと
により、安定した家庭生活の継続や児童虐待の防止等、適切な支援を行います。

■養育支援訪問事業
■母性・乳幼児訪問指導事業

新型コロナウイルスの蔓延に伴い、11月まで実施を見合わせてましたが、12月から他機関と足並み
を揃える形で再開しました。コロナ禍の不安及び育児に困り感を抱えている家庭が増え、3月は、1
か月で15件の実施となりました。

Ｒ2の実績から、今年度も利用件数が増えることが見込まれます。家事支援等、支援が中長期に渡る
ことが予測される場合は、有料ヘルパーへの移行を検討し、育児支援を中心とした事業展開を図りま
す。

指標／目標

不妊治療への支援

5

不妊治療に係る費用を助成することで、子どもを望む夫婦の家計の負担軽減を図ります。また、県及
び本市の不妊治療費助成制度についての申請方法や対象要件等の周知を行います。

■母子保健包括支援事業

助成制度についてのチラシを作成し、窓口等へ配架しました。また、市ホームページに制度内容を掲
載し周知しました。助成件数：73件　助成金額：5,887,000円

昨年度まで助成回数を１組の夫婦につき１年度１回で通算６年度までとしていましたが、さらなる経
済的・精神的な負担の軽減を図るため、令和３年度からは年度内１回までの助成を年度内複数回受け
られるよう、助成回数を拡充しました。引き続き、県及び本市の不妊治療費助成制度について、必要
な対象者に情報が届くよう周知していきます。

指標／目標

子育てコンシェルジュ事業の充実

4

子育てに関する情報を提供し、相談対応のみならず、保健センター等関係機関へ同行するなど個別
ニーズを把握するとともに、妊娠期から子育て期まで寄り添い型の支援を行い、妊娠、出産、子育て
の不安軽減に努めます。

■子育て支援センター管理運営事業

新型コロナ感染予防対策を講じながら、利用時間や利用者数の制限なども行い、事業を実施しまし
た。妊娠期から子育て期まで個別のニーズに合わせて、寄り添い型支援を行い、妊娠、出産、子育て
の不安軽減に努めました。

新型コロナ感染予防対策を講じながら事業を実施し、個別のニーズを把握すると共に関係機関との連
携を図り、妊娠、出産、子育ての不安軽減に努めます。

指標／目標
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№
施策名/担当部
署

保健センター

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

保健センター

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

乳児家庭全戸訪問対象
者への訪問実施割合

99.9% 100% 100% 100% 100%

№
施策名/担当部
署

保健センター

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

妊婦健康診査助成券対象者へ
の交付割合（妊娠届提出及び
転入全妊婦）

100% 100% 100% 100% 100%

妊婦健康診査の実施

8

安心して妊娠・出産できる体制づくりを目的に、妊婦の健康保持及び健康管理の充実を図り、妊婦に
対して、検査計測、保健指導及び必要な医学的検査を実施します。

■母子保健包括支援事業

全妊娠届出者（転入者含む）７２４名に対し助成券を発行し、受診勧奨等実施しました。

R3年度も全対象者へ助成券を交付し、引き続き受診率の向上のための周知を行っていきます。

指標／目標

こんにちは赤ちゃん事業の実施

7

生後４か月までの乳児がいる家庭を訪問し、子育てに関する情報の提供、乳児及び保護者の心身の状
況及び養育環境を把握し、相談・助言を行います。

■母性・乳幼児訪問指導事業

訪問対象者761人全ての家庭を訪問し、子育て支援情報の提供や育児相談等を行い、保護者の育児不
安の軽減を図りました。また、環境調整の必要な家庭には、早期に他機関と連携をとりながら支援を
行いました。

育児支援の充実及び虐待防止の観点から、保健師・助産師等の専門職が早期に介入することで適切な
支援につなげることができるため、今後も継続していきます。

指標／目標

養育支援訪問事業の実施

６
－１

養育支援が必要な家庭に対し、出産前の妊婦及び出産後の保護者への必要な助言及び指導を行うこと
により、安定した家庭生活の継続や児童虐待の防止等、適切な支援を行います。

■養育支援訪問事業
■母性・乳幼児訪問指導事業

市民が安心して子育てができるよう、子育て支援課と連携し保健師による相談支援に努めてきまし
た。

養育上の課題を持つ家庭に対し必要性の高い支援であり、今後も子育て支援課との連携を強化し、支
援の充実を図ります。

3



№
施策名/担当部
署

福祉課（社会
福祉協議会）

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

産後ヘルパー派遣時間 403時間/年 610時間/年 343時間/年 610時間/年 610時間／年

№
施策名/担当部
署

保健センター

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

実施施設数 ２か所 2か所 ２か所 2か所 ３か所

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

子育て支援拠点利用者延
べ人数

4,593人/月 5,634人/月 1,685人／月 5,701人／月 5,908人／月

子育て支援拠点の充実

11

地域子育て支援センターや子育てふれあい広場、子育てサロン、児童センターは、子育て支援の拠点
として、乳幼児をもつ親子の交流や子育てに関する相談などを実施しています。より多くの親子が気
軽に利用できるよう内容の充実を図ります。

■子育て支援センター管理運営事業

新型コロナ感染予防対策を講じながら、利用時間や利用者数の制限なども行い、事業を実施しました。気軽に利
用や相談ができる施設として、各子育て支援拠点の特色を活かし内容の充実を図りました。

新型コロナの影響により、子育て支援拠点利用者数が減少しました。市報やホームページ、子育て情
報配信メール等を通して、市民への周知に努めます。

指標／目標

産後ケア事業の実施

10
（新
規）

支援が得られない母子等に対しては宿泊型の産後ケア事業を提供し、心身のケアや育児のサポートを
行い、安心して子育てができる体制を確保します。

■母子保健包括支援事業

コロナ禍で里帰りができず、家族のサポートが得られない等の理由から、8組の親子が利用しまし
た。

必要な家族が事業を利用することができるよう、妊娠届出時に渡す冊子に事業内容を掲載し、広く周
知を行っていきます。

指標／目標

産後ヘルパー派遣の実施

9

産後間もなく体調がすぐれず、また育児不安などのため精神的に不安定になりがちな母親の負担を軽
減するため、家事援助などを行い、母子福祉の向上を図ります。

■産後ヘルパー派遣事業

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、新規利用者の受け入れを一時中止したり協力会員の活
動を一部制限しました。派遣世帯１７件、延べ派遣回数２４０回

協力員の高齢化による担い手不足のため、新規協力員の養成講座の開催やホームページを活用して事
業を周知し協力員を増員していきます。また、多種多様な利用者の希望に応えるためにも協力員の質
の向上に努めます。今年度から子育て支援強化のため多胎児を出産した世帯に対して、利用期間を３
か月間から６か月間に拡充しました。

指標／目標

4



№
施策名/担当部
署

公民館

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

子育て講演会参加者数 141人／年 150人／年 未実施 検討中 150人／年

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

プレママひだまり・妊
婦と０歳つどい事業実
施回数

22回／年 24回／年 19回／年 24回／年 24回／年

№
施策名/担当部
署

保健センター

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

子育て家庭の交流の充実

13-1

妊娠中から仲間づくりの機会を提供し、出産後も相互に交流するなかで、子どもの遊びや発達を促し
ます。

■子育て支援センター管理運営事業
■母子健康教育・相談事業
■母子保健包括支援事業

プレママひだまりでは、保健センター助産師が妊娠・出産・産後について話をし、妊婦の質問にも答
えています。月1回開催で、年6人の参加あり。新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を行い実施
しています。

プレママひだまりでは、保健センター助産師が妊娠・出産・産後について話をし、妊婦の質問にも答
えています。月1回の開催で、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を行い実施しています。

子育て家庭の交流の充実

13

妊娠中から仲間づくりの機会を提供し、出産後も相互に交流するなかで、子どもの遊びや発達を促し
ます。

■子育て支援センター管理運営事業
■母子健康教育・相談事業
■母子保健包括支援事業

新型コロナ感染予防対策を講じながら、利用時間や利用者数の制限なども行い事業を実施し、妊娠期からの仲間
づくりの機会を提供しました。プレママひだまり：8人、父1人、妊婦と0歳つどい：1人。大井子育て支援セン
ターでは母子健康手帳の交付から出産後に子育て支援センターの利用に繋がりました。

コロナ禍のため、引き続き新型コロナ感染予防対策を講じながら事業を実施すると共に、妊娠中から仲間づくり
の機会を提供し、妊婦の参加に繋がるよう、市報やホームページなどを活用し、周知活動に努めます。

指標／目標

子育て支援事業の充実

12

子育てママ座談会を充実させるとともに、子育て経験者等により、子育てに関する悩みや不安の相談
などに対応します。また、子育てに関する講座を開催するなど、新たな子育てネットワークを構築し
ます。

■成人教育事業

大井中央公民館：子育て講座を１回（１２月２２日開催親子３組６名参加）実施しました。
上福岡公民館：未実施
上福岡西公民館：子育て講演会は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から行いませんでし
た。

大井中央公民館：親子参加を中心とした講座で触れ合いや遊びを通して健全な親子関係を築きます。
上福岡西公民館：実施については検討中。

指標／目標

基本目標２ 【乳児期・幼児期】Ｎo.12～44

「子どもの健やかな成長」で心があったかくなるまち

5



№
施策名/担当部
署

保健センター

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

父親の定員に対する参
加割合

95% 80% 75% 80% 80%

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

東児童センター「ママ
の輪」参加者数

２２５組４７
６人/年

２３０組４８
５人/年

１５５組３３
３人/年

２００組４０
０人/年

250組500人
／年

西児童センター「スマ
イル」参加者数

２４６組５１
０人/年

２５０組５２
０人/年

６４組１３５
人/年

１５０組３０
０人/年

350組750人
／年

№
施策名/担当部
署

福祉課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

子育ての輪の創出

15-1

児童センターにおいて、「親子タイム」「ママの輪」「スマイル」、児童委員による「あそびの公
園」など、親子のふれあいを深めるための事業を実施します。また、より多くの参加者を募るため、
開催情報について広く周知します。

■児童センター管理運営事業
■民生委員・児童委員事務

「あそびの公園」について、市報及び市ホームページで情報発信を行いました。令和２年度は新型コ
ロナウイルスの感染拡大防止の観点から、事前申込制とし感染防止対策を講じ、9月～12月の4回の
み開催しました。

感染対策を講じて、安心して参加できるよう努めます。

子育ての輪の創出

15

児童センターにおいて、「親子タイム」「ママの輪」「スマイル」、児童委員による「あそびの公
園」など、親子のふれあいを深めるための事業を実施します。また、より多くの参加者を募るため、
開催情報について広く周知します。

■児童センター管理運営事業
■民生委員・児童委員事務

「ママの輪」「スマイル」はこれまで自由参加でしたが、今年度は人数制限を設けての実施となった
ため、回数を増やすなどして多くの人に参加していただきました。

コロナ禍での実施のため、ソーシャルディスタンスを保つことで母親同士の輪を広げにくい環境と
なっていますが、0歳児は母親同士の繋がりを大切にし、1歳以上は親子で楽しめる内容を実施して
いきます。

指標／目標

父親の育児参加の促進

14

パパママセミナーへの父親の参加を促進し、男女が共通認識をもって子育てができるように促しま
す。また、母子健康手帳交付時等において、子育て応援手帳「子育てYELL」を配布し、父親の育児
参加意識を啓発します。

■母子健康教育・相談事業

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策をしてパパママセミナーを実施しました。感染状況等から秋
コース（4回）のみの実施となりました。妊婦の参加11人、父親の参加12人。中止等で参加できな
かった、49組に資料を送付しました。

新型コロナウイルス感染症拡大防止の対策をし、年16回実施予定です。感染拡大状況によって、延
期や中止とします。セミナー後や中止による資料送付時に、父親にもアンケートを実施します。相談
有の場合、電話フォローを実施します。

指標／目標

6



№
施策名/担当部
署

図書館

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

ブックスタート事業に
おける絵本配布割合

96.30% 100% 97% 100% 100%

№
施策名/担当部
署

保健センター

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

移動式赤ちゃんの駅貸
出件数

5件/年 ８件/年 0件/年 ５件/年 15件／年

№
施策名/担当部
署

資産管理課
ほか

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

赤ちゃんの駅の設置

17-1

乳幼児の親子が気軽に外出できるよう、おむつ替えや授乳が可能な「赤ちゃんの駅」の利用や「移動
式赤ちゃんの駅」の貸出について、普及・啓発を行い、子育て中の家族がイベントに参加しやすい環
境をつくります。

■子ども・子育て支援対策事業
■庁舎管理事務（本庁）　　ほか

本庁舎１、２階及び、第２庁舎３階の計３箇所に設置している「赤ちゃんの駅」を、いつでも来庁者
が利用できるよう、常に利用環境を整えておきました。

「赤ちゃんの駅」を来庁者が利用しやすいように環境を整えます。

赤ちゃんの駅の設置

17

乳幼児の親子が気軽に外出できるよう、おむつ替えや授乳が可能な「赤ちゃんの駅」の利用や「移動
式赤ちゃんの駅」の貸出について、普及・啓発を行い、子育て中の家族がイベントに参加しやすい環
境をつくります。

■子ども・子育て支援対策事業
■庁舎管理事務（本庁）　　ほか

移動式赤ちゃんの駅では、新型コロナの影響により、イベント等が自粛されたため、貸し出し実績は
ありませんでした。

コロナ禍ではありますが、移動式赤ちゃんの駅テントについてイベント等開催時に使用してもらえる
ようホームページなどを活用し、PRしていきます。

指標／目標

ブックスタートの推進

16-1

10か月児相談の際に子どもの年齢に合った本の紹介や絵本を配布するとともに、絵本の読みきかせ
を行い、絵本を通じて親子のふれあいを啓発します。

■ブックスタート事業
■乳幼児健康診査事業

10か月児相談の際に子どもの年齢に合った絵本を配布しました。新型コロナウイルス感染症拡大防
止のため、絵本の紹介や読みきかせは中止しています。

10か月児相談の際に子どもの年齢に合った絵本を配布します。新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため、絵本の紹介や読みきかせは中止とします。

ブックスタートの推進

16

10か月児相談の際に子どもの年齢に合った本の紹介や絵本を配布するとともに、絵本の読みきかせ
を行い、絵本を通じて親子のふれあいを啓発します。

■ブックスタート事業
■乳幼児健康診査事業

図書館員がお子様ひとりにつき絵本を2冊とふじみんバックを配布しました。また図書館の利用案内
と年齢に合った本の紹介を行い、絵本を通じた親子のふれあいについて啓発しました。絵本の読み聞
かせは新型コロナウイルス感染防止の観点から中止しています。
上福岡図書館　延べ13回/407人
大井図書館　　延べ12回/361人

新型コロナウイルスの感染が終息に向かう状況を判断しながら絵本の読み聞かせを再開します。

指標／目標

7



№
施策名/担当部
署

保育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

交流事業数 7回/年 7回/年 0回/年 0回/年 10回／年

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

子育て支援拠点利用者
延べ人数

4,593人/月 5,634人/月 1,685人／月 5,701人／月 5,908人／月

№
施策名/担当部
署

保健センター

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

産前・産後サポート事
業の実施回数

9回／年
６回（4月～9月は新型
コロナウイルス感染予防
のため中止）

0回/年 10回/年 12回／年

地域における産後の支援体制の充実

20
（新
規）

産前・産後サポート事業（赤ちゃん学級）を開催し、産後間もない時期の不安や孤立感の解消を図り
ます。

■母子保健包括支援事業

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止となりました。

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を実施し、Ｒ３年6月より赤ちゃん学級を再開します。妊娠
中や赤ちゃん訪問時に不安感等のある支援が必要な母子には、赤ちゃん学級への参加をすすめていま
す。

指標／目標

子育て支援拠点の充実（再掲）

19

地域子育て支援センターや子育てふれあい広場、子育てサロン、児童センターは、子育て支援の拠点
として、乳幼児をもつ親子の交流や子育てに関する相談などを実施しています。より多くの親子が気
軽に利用できるよう内容の充実を図ります。

■子育て支援センター管理運営事業

新型コロナ感染予防対策を講じながら、利用時間や利用者数の制限なども行い、事業を実施しました。気軽に利
用や相談ができる施設として、各子育て支援拠点の特色を活かし内容の充実を図りました。

新型コロナの影響により、子育て支援拠点利用者数が減少しました。市報やホームページ、子育て情報配信メー
ル等を通して、市民への周知に努めます。

指標／目標

保育所（園）による地域交流の促進

18

保育所（園）の園庭開放などにより、保育所（園）の子どもたちや保育士と、普段家庭にいる子ども
や保護者との交流事業を行います。また、気軽に相談できる機会や育児情報の提供を行い、地域に開
かれた場所をめざします。

■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業

新型コロナウイルス感染症により、実施を見送りました。

新型コロナウイルス感染症対策を講じ、状況をみながら地域交流事業の実施を検討します。

指標／目標

8



№
施策名/担当部
署

保育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

一時預かり実施施設数 6か所 9か所 9か所 10か所 ９か所

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

利用者アンケートにて
満足・やや満足と回答
した人の割合

88.9% 90.0% 96% 97% 90%

№
施策名/担当部
署

保健センター

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

電子母子手帳アプリの
登録者数

450人／年 936人／年 1,333人／年 1,400人／年 1,450人／年

保健センターにおける相談・情報提供の充実（再掲）

23

すくすく相談、健診後専門相談、電話での子育て相談を実施します。また、子どもの健康や予防接種
冊子の配布、ホームページやアプリなどを活用し、情報提供を充実させます。

■母子健康教育・相談事業

新型コロナウイルスの感染拡大防止対策を行い、すくすく相談、健診フォロー相談、育児専門相談を
実施しました。電話での子育て相談も実施しました。（Ｒ２年度参加者延べ人数：すくすく相談330
人、健診フォロー相談50人、育児専門相談23人）

新型コロナウイルスの感染拡大防止対策を行い、すくすく相談、健診フォロー相談、育児専門相談を
実施します。電話での子育て相談も実施します。

指標／目標

児童センターの充実

22

すべての児童に安全な居場所と健全な遊び及び活動を提供することにより、心身ともに豊かに成長す
るよう、各種事業を実施・充実させます。

■児童センター管理運営事業

コロナ禍における事業実施は感染予防対策としての体制を整え、取り組むことが出来ました。また、
子ども達が交流できる機会を意識した事業の実施に努めました。

子ども達がいろいろな体験ができるような遊びを提案・企画し、事業に取り入れ実施していきます。

指標／目標

一時預かりの充実

21-1

保護者が、仕事や病気などで一時的・緊急的に保育できなくなった場合や育児疲れの解消などを図る
ために、保育所（園）等で一時預かりを行います。

■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業
■子育てふれあい広場運営事業

子育てふれあい広場において、一時預かりを実施しました。令和２年度利用延べ人数　５９６人。

新型コロナウイルス感染予防対策を講じながら、育児疲れの解消などにつながるよう、一時預かりの
事業を実施します。

一時預かりの充実

21

保護者が、仕事や病気などで一時的・緊急的に保育できなくなった場合や育児疲れの解消などを図る
ために、保育所（園）等で一時預かりを行います。

■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業
■子育てふれあい広場運営事業

公立2か所、私立4か所、認定こども園2か所、子育てふれあい広場1か所で一時預かり保育を実施
し、保護者のニーズに合わせ適切な預かりサービスを提供しました。

保育士不足が続き、一時預かり保育事業を実施する施設が一時的に減少していますが、保護者のニー
ズに合わせた適切な預かりサービスを提供します。

指標／目標

9



№
施策名/担当部
署

障がい福祉課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

保育所等訪問支援を実
施する市内事業所数

２か所 ４か所 ２か所 ３か所 ４か所

№
施策名/担当部
署

保健センター

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

健診フォロー相談の実
施回数

12回/年 12回/年 9回/年 12回/年 12回／年

№
施策名/担当部
署

保健センター

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

健康相談対応数 458件/年 480件/年 284件/年 480件/年 500件／年

育児相談事業（すくす
く相談）の実施回数

13回/年 12回/年 11回/年 13回/年 13回／年

健康相談の充実

26

乳幼児健康診査後の支援体制の充実を図るため、保健・福祉・医療の連携を強化することにより、乳
幼児の発達相談や栄養指導、生活指導などの健康相談を充実させます。

■母子健康教育・相談事業
■子育て支援センター管理運営事業

【すくすく相談】乳児：74名　幼児：256名(延べ人数）

新型コロナウイルスの感染拡大防止対策を行い、乳幼児の発達相談や栄養指導、生活指導等の相談事
業の充実に努めます。

指標／目標

障がいの早期発見及び療育相談の充実

25

医師・臨床心理士などによる専門的な相談・指導や適切な専門機関の紹介により、障がいの早期発見
及び療育の相談を実施します。また、児童発育・発達支援センターと連携を図り、個別ケースへの支
援を行います。

■母子健康教育・相談事業

健診フォロー相談：年9回、実人数39人、延べ人数50人。育児専門相談：年12回、実人数23人。
新型コロナウイルス感染拡大防止対策を行い、実施しました。

新型コロナウイルス感染拡大防止対策を行い、健診フォロー相談、育児専門相談ともに月1回実施予
定。児童発育・発達支援センターとの連携や個別ケースへの支援も継続していきます。

指標／目標

就学前の障がい児支援の充実

24

就学前の障がい児を対象に障がい児保育を実施し、日常生活における基本的な動作、集団生活への適
応訓練等を行う施設の充実を図ります。また、保育所等を訪問し、障がい児が集団生活に適応するた
めの専門的な支援の充実を図ります。

■障がい者福祉サービス事務

市内事業所数：１３（うち保育所等訪問支援実施：２）
利用日数（延べ）：９，５１９日

利用者・事業所数ともに大きく増加しており、サービスの量と質の両面を確保していく必要がありま
す。

指標／目標

10



№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

保育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

手引き、パンフレット
作成数

2冊/年 2冊/年 2冊/年 2冊/年 ２冊／年

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

養育支援訪問件数 87件／年 87件／年 21件／年 177件／年 156件／年

№
施策名/担当部
署

保健センター

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

養育支援訪問事業の実施（再掲）

28-1

養育支援が必要な家庭に対し、出産前の妊婦及び出産後の保護者への必要な助言及び指導を行うこと
により、安定した家庭生活の継続や児童虐待の防止等、適切な支援を行います。

■養育支援訪問事業
■母性・乳幼児訪問指導事業

市民が安心して子育てができるよう、子育て支援課と連携し保健師による相談支援に努めてきまし
た。

養育上の課題を持つ家庭に対し必要性の高い支援であり、今後も子育て支援課との連携を強化し、支
援の充実を図ります。

養育支援訪問事業の実施（再掲）

28

養育支援が必要な家庭に対し、出産前の妊婦及び出産後の保護者への必要な助言及び指導を行うこと
により、安定した家庭生活の継続や児童虐待の防止等、適切な支援を行います。

■養育支援訪問事業
■母性・乳幼児訪問指導事業

コロナウィルスの蔓延に伴い、11月まで実施を見合わせた。コロナ禍によるストレスが家庭内に影
響し、1月以降に実施が必要な家庭が増え3月は1ケ月で15件の実施となった。

コロナ禍によるストレスの影響で、今年度も利用件数が増えることが見込まれる。家事支援等、支援
が中長期に渡ることが予測される場合は有料ヘルパーへの移行を検討。育児支援を中心とした事業展
開を図る。

指標／目標

保育サービスの情報提供

27

保育サービスの情報が掲載されているパンフレットなどの充実を図り、積極的に情報発信します。

■保育所入所事務

保育施設等の紹介パンフレットや保育施設一覧を作成しました。保育施設一覧は、保育情報が変更と
なった場合でも対応できるよう定期的に内容の改定を行いました。

引き続きパンフレット及び保育施設一覧を作成します。

指標／目標

健康相談の充実

26-1

乳幼児健康診査後の支援体制の充実を図るため、保健・福祉・医療の連携を強化することにより、乳
幼児の発達相談や栄養指導、生活指導などの健康相談を充実させます。

■母子健康教育・相談事業
■子育て支援センター管理運営事業

子育て支援センターでの子育て支援関係機関との連携ケース：延べ175件
保健師と保育士との専門職の両輪から乳幼児の発達に注意を向け関係機関と連携することができました。

関係機関と連携し、乳幼児の健康・発達・生活全般にわたる育児相談を行います。
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№
施策名/担当部
署

公民館

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

家庭教育セミナー講座
数

１講座／年 １講座／年 １講座／年 １講座／年 １講座／年

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

子育て支援拠点利用者
延べ人数

4,593人/月 5,634人/月 1,685人／月 5,701人／月 5,908人／月

№
施策名/担当部
署

保健センター

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

乳幼児家庭全戸訪問事
業を除く未就学児の訪
問回数

延べ215件
延べ200回/
年

延べ148回/
年

延べ200回/
年

延べ200回／
年

№
施策名/担当部
署

子育て支援課育児不安のある保護者への訪問指導

育児不安のある保護者への訪問指導

31

保健師が関係機関と連携した訪問指導に取り組み、子育て不安や悩みの軽減に努めます。

■乳幼児健康診査事業
■母子健康教育・相談事業
■母子保健包括支援事業
■母性・乳幼児訪問指導事業
■子育て支援センター管理運営事業

新型コロナウイルス感染対策のため、家庭訪問の代替方法として電話による育児相談を実施したケー
スもあり、R1年度に比べ、実績は延べ148回/年と減少していますが、個々に応じた細やかな支援を
行いました。

児や保護者の健康上の問題や育児不安が強いなどの課題に応じ、必要時、他機関とも連携を図りなが
ら適切な支援を行っていきます。

指標／目標

子育て支援拠点の充実（再掲）

30

地域子育て支援センターや子育てふれあい広場、子育てサロン、児童センターは、子育て支援の拠点
として、乳幼児をもつ親子の交流や子育てに関する相談などを実施しています。より多くの親子が気
軽に利用できるよう内容の充実を図ります。

■子育て支援センター管理運営事業

新型コロナ感染予防対策を講じながら、利用時間や利用者数の制限なども行い、事業を実施しました。気軽に利
用や相談ができる施設として、各子育て支援拠点の特色を活かし内容の充実を図りました。

新型コロナの影響により、子育て支援拠点利用者数が減少しました。市報やホームページ、子育て情報配信メー
ル等を通して、市民への周知に努めます。

指標／目標

家庭教育セミナーの実施

29
（新
規）

就学前の子どもをもつ保護者を対象に、入学準備として小学校の理解や親子の心身の状態、家庭や学
校、地域の役割などを学ぶ機会を提供します。

■青少年教育事業

上福岡公民館：11月に全4回の講座を開催し、延べ24人が参加しました。市内の幼稚園を通じて、
事業の参加者を募りました。

上福岡西公民館：今後はチラシの配布、ポスターの掲示のみでなく、様々な媒体を利用し広く知らし
めて参加者を確保するとともに、相談やグループ学習など創意工夫をして事業の充実を図っていきま
す。

指標／目標
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施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

保健センター

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

年長児向けむし歯予防
健康教育の実施園数

17園/年 17園/年 16園/年 17園/年 20園／年

№
施策名/担当部
署

保健センター

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

各種予防接種（A類疾
病）の対象者への周知
割合

100% 100% 100% 100% 100%

№
施策名/担当部
署

保健センター健康診査の充実

予防接種の充実

33

乳幼児を感染症から守るため、各種予防接種を奨励し、予防接種に関する正しい知識の普及・啓発に
努めるとともに、かかりつけ医と連携を図りながら、計画的に接種が受けられるよう推進します。

■予防接種（A類疾病）事業

乳幼児を感染症から守るため、各種予防接種を奨励し、予防接種に関する正しい知識の普及・啓発を
図るため、未接種者あてに個別勧奨通知を発送しました。（ＭＲ2期、日本脳炎、二種混合）
また、対象年齢の児童あてに小学校を通じてチラシを配付しました。（小学校3年生：日本脳炎）
未就学児あてには、乳幼児健診案内通知に予防接種チラシを同封しました。

乳幼児を感染症から守るため、各種予防接種の接種率向上に向けた、個別勧奨通知等の周知・啓発を
行いました。今後も医師会と連携を図り、接種率向上に向けた予防接種に関する正しい知識の普及・
啓発を行うとともに、保護者に対しては計画的に予防接種を受けていただくよう、引く続き周知・啓
発に努めていきます。

指標／目標

歯科健康教育の充実

32

早い時期から歯科保健に対する意識啓発と適正な生活習慣を身につけられるよう、歯科健康教育、歯
磨き指導、歯の健康フェア等を実施します。

■乳幼児健康診査事業
■歯科口腔保健推進事業

年長児向けむし歯予防健康教育の実施園数歯科健康教育では、16園に訪問し指導を行いました。中
止の園が出たため実績値が減少しました。歯の健康フェアについては、新型コロナの影響で中止しま
した。

新型コロナの影響により、感染症対策を徹底した上で、依頼のあった園へ健康教育を行います。アン
ケートを行い事業向上に向けてフィードバックを行います。

指標／目標

31-1

保健師が関係機関と連携した訪問指導に取り組み、子育て不安や悩みの軽減に努めます。

■乳幼児健康診査事業
■母子健康教育・相談事業
■母子保健包括支援事業
■母性・乳幼児訪問指導事業
■子育て支援センター管理運営事業

保健センターからの業務依頼及び連携のもと、妊産婦・乳児訪問を実施しました。
妊婦訪問：延べ3件　　乳児・産婦訪問：延べ65件

妊娠期からの切れ目ない子育て支援の一環として、引き続き妊産婦・乳児訪問を行います。

13



施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

乳幼児健康診査の実施
回数

96回/年 96回/年 98 回/年 96回/年 96回／年

№
施策名/担当部
署

保育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

市立保育所修繕か所数 56か所 56か所 46か所 46か所 95か所

№
施策名/担当部
署

保育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

職種別情報交換会の開
催回数

2回/年 2回/年 0回/年 0回/年 ２回／年

№
施策名/担当部
署

保育課外国籍の子どもに対する保育所（園）の受け入れ体制の充実

保育士の資質向上

36

保育の質の向上のため、各種研修を実施し、保育についての知識や技術を高めます。

■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業

新型コロナウイルス感染症により、実施には至りませんでした。

各種研修方法を検討し、保育についての知識や技術を高めます。

指標／目標

市立保育所の施設整備の推進

35

必要に応じ、市立保育所の改修などを順次行い、安全・安心な保育環境をつくります。

■市立保育所管理運営事業

順次、改修などを行い、安全な保育環境の整備を実施しました。

必要箇所の改修等を順次行い、安全な保育環境の整備に努めます。

指標／目標

34

乳幼児の心身の健全な発育・発達を促すための保健指導や疾病などの早期発見、虐待予防などの観点
から乳幼児健康診査を実施します。また、保健師や地域の関係機関の従事者と協働し、きめ細やかで
切れ目のない支援体制を構築します。

■乳幼児健康診査事業

乳幼児健康診査において疾病や異常の早期発見に努め、適切な保健指導を行うことにより、育児不安
や育児負担の軽減に向けた介入を行いました。

児の健全な発育・発達の促進と保護者の育児負担軽減の場として、質の高い乳幼児健康診査の実施に
努めていきます。

指標／目標
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施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

外国籍の子どもの受入
可能施設数

28か所 28か所 28か所 28か所 28か所

№
施策名/担当部
署

学校教育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

幼保小連絡会議の実施
回数（各小学校）

1回 0回 1回 1回 １回以上／年

№
施策名/担当部
署

保育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

保育課延長保育の充実

幼稚園・保育所（園）・小学校の連携

38-1

全国的に課題となっている小１プロブレムの解消に向けて、小学校就学予定の園児について情報交換
を実施するなど、相互理解を深めるため連携を強化します。

■教育支援事業
■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業

卒園する児童が小学校に上がったときに困らないように生活指導を実施しました。また、円滑な小学
校生活が送れるよう園での成長記録を小学校に情報提供しました。

円滑な小学校生活が送れるよう積極的な情報共有を行い、連携を強化します。

幼稚園・保育所（園）・小学校の連携

38

全国的に課題となっている小１プロブレムの解消に向けて、小学校就学予定の園児について情報交換
を実施するなど、相互理解を深めるため連携を強化します。

■教育支援事業
■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業

新型コロナウイルス感染症の影響があったため、例年通りではなく、幼稚園ごとに時間を区切った
り、分科会のみ行ったりするなど、内容を変更して実施しました。

新型コロナウイルス感染症の感染状況は変わっていないので、幼稚園や保育園の職員を学校に一斉に
集めることに課題があります。内容や方法を工夫して、情報交換を行い、小１プロブレムの解消を目
指します。

指標／目標

37

外国籍の子どもが、保育所（園）での生活に対応できるように関係機関と連携をとりながら、受け入
れ体制の充実を図ります。

■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業

施設長と市の関係機関で連携を図り、問題解決を図りました。

関係機関と連携をとりながら、受け入れ体制の充実を図ります。

指標／目標
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施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

延長保育実施施設数 28か所 28か所 28か所 28か所 28か所

№
施策名/担当部
署

保育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

病児保育実施施設数 3か所 ４か所 3か所 3か所 ５か所

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

子育て支援課子育て短期支援事業の実施

病児・病後児保育の実施

40-1

疾病回復期にある概ね10歳未満の児童で、集団保育や保護者の就労などの理由で保育が難しい場合
に、保育所等や医療機関などで保育を行う病児・病後児保育を実施します。また、多様なニーズに対
応するため、病児・病後児緊急サポート事業を実施します。

■教育・保育施設運営支援事業
■子ども・子育て支援対策事業

NPO法人病児保育を作る会に委託し、病児・病後児緊急サポート事業を実施しました。
【会員数】455人（３月末現在）
【活動件数（年間）】◎病児2件◎預かり1件◎宿泊０件◎送迎2件

会員数は少しずつ増加してきたものの、年々活動件数が減少傾向になってきたため、緊急サポート事
業の周知の強化を図り、多くの方に利用してもらえるように努めていきます。

病児・病後児保育の実施

40

疾病回復期にある概ね10歳未満の児童で、集団保育や保護者の就労などの理由で保育が難しい場合
に、保育所等や医療機関などで保育を行う病児・病後児保育を実施します。また、多様なニーズに対
応するため、病児・病後児緊急サポート事業を実施します。

■教育・保育施設運営支援事業
■子ども・子育て支援対策事業

新型コロナウイルス感染症の影響により利用数が激減しましたが、3施設で実施しました。新規登録
人数52名、実施人数40人（利用日数58日）となりました。

新型コロナウイルス感染症の影響により令和3年度も例年に比べ利用数の減少が見込まれますが、引
き続き、病児・病後児保育を実施します。

指標／目標

39

保護者の就労形態の多様化に対応するために、長時間保育が子どもに与える影響を考慮しながら、
ニーズに応じた延長保育を実施します。

■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業

保護者の就労形態の多様化に対応するために、長時間保育が子どもに与える影響を考慮しながら、
ニーズに応じた延長保育を実施しました。

長時間保育が子どもに与える影響を考慮しながら、保護者のニーズに応じた延長保育を実施します。

指標／目標
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施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

緊急サポート事業利用
件数

14件/年 30件/年 5件/年 15件/年 42件／年

№
施策名/担当部
署

保育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

休日保育実施施設数 2か所 2か所 2か所 2か所 ３か所

№
施策名/担当部
署

保育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

預かり保育実施施設数 7か所 7か所 7か所 7か所 ８か所

№
施策名/担当部
署

保育課保育サービス利用者に対するニーズの把握

幼稚園における預かり保育の充実

43

保護者のニーズに対応し、幼稚園において開園時間終了後に行う預かり保育の充実に努めます。

■教育・保育施設運営支援事業

幼児教育無償化が開始となり、幼稚園の預かり保育利用者が増加しました。利用者は539人

保護者のニーズに対応した預かり保育の充実に努めます。

指標／目標

休日保育の充実

42

保護者の就労形態の多様化に対応するため、認可保育所に通所（園）する児童を対象に、私立保育園
で休日保育を実施します。

■教育・保育施設運営支援事業

私立保育所1園、事業所内保育所1園で実施しました。

認可保育所に通所（園）する児童を対象に、私立保育園で休日保育を実施します。

指標／目標

41

疾病等により、子どもを一時的に養育できない場合への対応として、緊急サポート事業等により提供
体制を確保します。

■子ども・子育て支援対策事業

NPO法人病児保育を作る会に委託し、病児・病後児緊急サポート事業を実施しました。
【会員数】455人（３月末現在）【活動件数（年間）】◎病児2件◎預かり1件◎宿泊０件◎送迎2
件

会員数は少しずつ増加してきたものの、年々活動件数が減少傾向になってきたため、緊急サポート事
業の周知の強化を図り、多くの方に利用してもらえるように努めていきます。

指標／目標
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施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

保護者会開催数（市
立）

各保育所、3
回/年

各保育所、3
回/年

各保育所、1
回/年

各保育所、3
回/年

各保育所
３回／年

懇談会、保護者面談等
実施数（私立）

各保育所、1
回/年

各保育所、1
回/年

各保育所、1
回/年

各保育所、1
回/年

各保育園
３回／年

№
施策名/担当部
署

社会教育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

定員に対する在籍割合 78%
コロナウィルス感染拡大
防止の観点から事業を中
止しています。

コロナウィルス感染拡大
防止の観点から事業を中
止しています。

100% 100%

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

児童センター夜間開館
利用人数

160人/年 160人/年 116人/年 140人/年 200人／年

№
施策名/担当部
署

公民館中学生・高校生の居場所づくりの充実

中学生・高校生の居場所づくりの充実

46

児童センターにおける夏季休暇中の夜間開放や図書館ティーンエイジコーナーの設置、公民館の利用
促進など、中高生の居場所を充実させます。

■児童センター管理運営事業
■公民館管理運営事業
■図書館奉仕事業

夏休みが8月からとなったため、7月の参加者が少ない状況でしたが、夜間開館を東西児童センター
で各10回実施しました。

中高生に向けて遊戯室を開放しバスケットやバドミントン、卓球が出来る環境を作ります。また、中
高生とのコミュニケーションを積極的に行い、居場所づくりの充当に努めます。

指標／目標

子どもたちの居場所づくりの充実

45

全ての児童の安全・安心な放課後の居場所づくりとして、地域住民等の参画により、学習・体験・交
流活動を行う「放課後子ども教室」の充実に努めます。

■放課後子ども教室推進事業

コロナウィルス感染拡大防止の観点から事業を中止しています。

コロナウィルス感染拡大防止対策を行い、ソーシャルディスタンスを取るために定員を半数として、
１０月から事業再開予定です。

指標／目標

44

利用者の視点に立った保育サービスの向上を推進していくために、保護者会、懇談会、保護者面談、
アンケートや保育士体験等を開催し、ニーズの把握を行います。

■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業

新型コロナウイルス感染症により、園によっては保護者会の実施を見送り、あるいは、回数を減らし
て実施しました。また、開催困難な場合は、状況により書面伝達等も実施しました。

新型コロナウイルス感染症対策を講じ、状況をみながら保護者会・保護者面談・アンケート等を実施
し、保護者のニーズの把握に努めます。

指標／目標

基本目標３ 【学齢期・思春期】Ｎo.45～88

「夢や希望が叶う教育と保育」で心があったかくなるまち
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施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

図書館

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

利用者アンケートにて
満足・やや満足と回答
した人の割合

88.9% 90.0% 96% 97% 90%

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

放課後児童クラブ数 27クラブ 29クラブ 29クラブ 29クラブ 30クラブ

№
施策名/担当部
署

子育て支援課放課後児童クラブ職員の資質向上

放課後児童クラブの充実

48

支援員等の配置体制の確保及び運営管理指導を適切に実施し、放課後留守家庭児童が安全に生活でき
る場を提供します。また、老朽化した施設及び狭隘化した施設を整備することで待機児童ゼロを継続
します。

■放課後児童クラブ管理運営事業
■放課後児童クラブ整備事業

新規で鶴ケ丘放課後児童クラブ（定員60人⇒80人）の建設工事が完了しました。また、令和3年度
に向け、大井放課後児童クラブの建築設計業務を行いました

大井放課後児童クラブ(定員80人⇒100人）の建設工事が完了し、すべての児童クラブの整備が完了
となります。

指標／目標

児童センターの充実（再掲）

47

すべての児童に安全な居場所と健全な遊び及び活動を提供することにより、心身ともに豊かに成長す
るよう、各種事業を実施・充実させます。

■児童センター管理運営事業

コロナ禍における事業実施は感染予防対策としての体制を整え、取り組むことが出来ました。また、
子ども達が交流できる機会を意識した事業の実施に努めました。

子ども達がいろいろな体験ができるような遊びを提案・企画し、事業に取り入れ実施していきます。

指標／目標

中学生・高校生の居場所づくりの充実

46-2

児童センターにおける夏季休暇中の夜間開放や図書館ティーンエイジコーナーの設置、公民館の利用
促進など、中高生の居場所を充実させます。

■児童センター管理運営事業
■公民館管理運営事業
■図書館奉仕事業

図書館にティーンエイジコーナーを設置、ティーンエイジ通信の発行やイラスト・詩・小説を募集し
館内に掲示し図書館の利用促進を図りました。
ティーンエイジコーナーは、上福岡図書館、上福岡西公民館図書室、大井図書館に設置しています。

ティーンエイジは図書館の利用が減少する年齢のため、まずは図書館への来館を促します。学校の図
書委員と連携し、おススメ本の紹介をしてもらい図書館で展示します。

46-1

児童センターにおける夏季休暇中の夜間開放や図書館ティーンエイジコーナーの設置、公民館の利用
促進など、中高生の居場所を充実させます。

■児童センター管理運営事業
■公民館管理運営事業
■図書館奉仕事業

大井中央公民館：新型コロナウイルス感染症拡大防止による施設の利用制限等の措置により、談話室
の自由開放は中止し、1人1日1時間の制限で利用を可能としました。
上福岡公民館：建て替えにより休館。
上福岡西公民館：ロビーを開放しました（休止期間あり）。

大井中央公民館：建て替えにより休館中（令和5年夏頃まで）。
上福岡西公民館：今後も継続的な支援として活動の場を提供していきます。
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施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

放課後児童支援員数
（認定資格保有者数）

68人/年 76人/年 86人/年 106人/年 99人／年

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

放課後児童クラブと放
課後子ども教室の合同
事業数

3回/年 3回/年 ０回/年 2回/年 ３回／年

№
施策名/担当部
署

社会教育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

社会教育課放課後子ども教室における指導員の資質向上

放課後児童クラブと放課後子ども教室の連携

50-1

国の「新・放課後子ども総合プラン」を踏まえ、放課後児童クラブと放課後こども教室の連携を強化
するとともに、すべての子どもに安全・安心な居場所をつくり、一体型による学習・体験・交流活動
を実施します。

■放課後児童クラブ管理運営事業
■放課後子ども教室推進事業

コロナの影響により、令和２年度は放課後子ども教室の実施がなかったため、実績がありません。

２学期から放課後子ども教室の実施に向けて準備を行っているため、コロナ感染防止対策を講じた上
で、交流が図れるよう、検討していきます。

放課後児童クラブと放課後子ども教室の連携

50

国の「新・放課後子ども総合プラン」を踏まえ、放課後児童クラブと放課後こども教室の連携を強化
するとともに、すべての子どもに安全・安心な居場所をつくり、一体型による学習・体験・交流活動
を実施します。

■放課後児童クラブ管理運営事業
■放課後子ども教室推進事業

コロナの影響により、令和２年度は放課後子ども教室の実施がなかったため、実績がありません。

２学期から放課後子ども教室の実施に向けて準備を行っているため、コロナ感染防止対策を講じた上
で、交流が図れるよう、検討していきます。

指標／目標

49

子どもの放課後生活を保障するために、支援員等の専門性の向上を目的とした研修等の充実に努める
とともに、基準に則った支援員等の補充、確保を行います。

■放課後児童クラブ管理運営事業

令和2年度は、埼玉県が実施する放課後児童支援員認定資格研修を１８名が受講し、放課後児童支援
員となりました。

令和３年度においても、資格を取得すべき支援員が認定研修をもれなく受講し、支援員の専門性の向
上と保育の質の向上を図っていきます。

指標／目標
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施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

指導員全体研修会 １回／年 中止 中止 ２回/年 ２回／年

№
施策名/担当部
署

福祉総合支援
チーム

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

相談を受ける場所数 １か所 16か所 20か所 23か所 16か所

№
施策名/担当部
署

障がい福祉課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

事業所を対象とした連絡
会・研修会等の開催回数

1回/年 1回/年 ０回/年 1回/年 ２回／年

№
施策名/担当部
署

学校教育課家庭教育学級等の学習機会や情報の提供

放課後等デイサービスの充実

53

授業終了後または学校休業日に、施設に通所し、生活能力向上や社会との交流の促進を図る施設の充
実に努めます。

■障がい者福祉サービス事務

令和２年度においては、新型コロナウイルス感染症流行の影響で、未実施です。

授業終了後または学校休業日に、施設に通所し、生活能力向上や社会との交流の促進を図る施設の充
実に努めます。

指標／目標

子どもたちの見守り事業の充実

52
（新
規）

地域で子どもを見守り、育んでいく環境を充実するため、学習や相談を受ける場、食事の提供を通し
た多世代交流型の拠点づくりを進めるとともに、地域の関係機関や住民による支援のネットワーク推
進に取り組みます。

■福祉総合支援事業

令和元年度末時点で１５か所であった「つながる相談窓口」を２０か所まで拡充し、地域の支援ネッ
トワークの構築につなげました。

「つながる相談窓口」の開設が地域の社会福祉法人のみであるため、ＮＰＯ法人などの関係機関、団
体に参加してもらい、身近な相談窓口の増加及び支援ネットワークのさらなる充実を図ります。

指標／目標

51
（新
規）

特別な配慮を必要とする児童を含む全ての放課後児童の安全・安心な居場所づくりの観点から、より
円滑で継続的な教室運営に向けた取組を進めるため、指導員研修の充実を図ります。

■放課後子ども教室推進事業

コロナウィルス感染拡大防止の観点から研修を中止しました。

コロナウィルス感染拡大防止を行い、より円滑で継続的な教室運営に向けた取組を進めるため、指導
員研修の充実を図ります。

指標／目標
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施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

家庭教育学級参加者数 2,753人/年 3,000人/年 0人/年 3,000人/年 3,500人／年

№
施策名/担当部
署

学校教育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

教育心理相談員、適応
指導員、さわやか相談
員、学び育ちサポー
ターの配置人数

50人/年 50人/年 50人/年 50人/年 50人／年

№
施策名/担当部
署

学校教育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

さわやか相談員の配置
人数

6人/年 6人/年 6人/年 6人/年 ６人／年

№
施策名/担当部
署

学校教育課学校教育における健康づくりの推進

思春期相談の実施

56

児童生徒の思春期に伴う様々な問題に対して、さわやか相談員の配置により、心に悩みをもつ児童生
徒への相談活動を行います。

■教育相談事業

各中学校に１名ずつさわやか相談員を配置しており、月に数回、学区内の小学校でも相談活動を行っ
ています。担任と連携しながら、児童生徒の不安や悩みを受け止め、相談活動を行うことができまし
た。

児童生徒の不安や悩みは多様化・複雑化しています。一人一人の様子を丁寧に見取り、担任や管理職
等と連携しながら、適切な支援を行っていきます。

指標／目標

教育相談・カウンセリングの充実

55

様々な悩みや不安をもつ子どもへの支援として、教育相談室に公認心理師の資格を有する相談員及び
適応指導員等を配置し、教育相談やカウンセリングを実施します。また、各中学校にさわやか相談室
を設置し、さわやか相談員、スクールカウンセラー※1、学び育ちサポーターによる相談活動を行い
ます。

■教育相談事業

様々な悩みや不安をもつ子どもへの支援として、教育心理相談員や適応指導員、さわやか相談員が教
育相談やカウンセリングを実施しました。また、学び育ちサポーターが児童生徒の様子を丁寧に見取
り、一人一人に合わせた支援を行うことができました。

各学校は、教育心理相談員やスクールカウンセラーなど専門的知識を有する職員と、より一層連携す
ることで、様々な悩みや不安をもつ子どもたちを支援していきます。

指標／目標

54

家庭教育学級を通して、子育てに関する課題やよりよい親子関係のための学習を支援するとともに、
親同士の交流や情報交換を行うことで親同士の関係性を形成し、家庭の教育力の向上につなげます。

■学校家庭地域連携支援事業

新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、活動を自粛しました。

新型コロナウイルスの感染拡大防止策を図りながら活動を行います。

指標／目標
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施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

県主催研修会への参加
1回/年
（各校1名19
校）

1回/年
（各校1名19
校）

0回／年
1回/年
（各校1名19
校）

１回／年
（各校１名19
校）

№
施策名/担当部
署

保健センター

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

市内小学校への歯科健
康教育実施校数

１校/年 2校/年 1校/年 ３校/年 ３校／年

№
施策名/担当部
署

学校給食課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

食育だよりの発行回数 2回/年 ３回/年 ３回/年 ３回/年 ５回／年

№
施策名/担当部
署

学校教育課学校給食における食育の推進

学校給食における食育の推進

59

栄養教諭による給食だより・食育だよりの発行や学校訪問などの食育指導を推進し、心身の健全な発
達を促します。また、郷土への理解や愛着、地域農業への関心を深めるため、給食に地場産物を取り
入れます。

■なの花学校給食センター管理運営事業
■あおぞら学校給食センター管理運営事業
■教育支援事業

食育校内放送資料の作成及び学校配付、給食だより・食育だよりの学校配付を行いました。また、地
場産の野菜を使った小松菜メンチを提供しました。なお、学校訪問については、新型コロナウイルス
感染拡大の影響により中止しました。

引き続き、栄養教諭による食育指導、給食だより等の発行により、児童生徒への食育を推進していき
ます。また、地場産の食材を使い工夫した献立を作成することにより、地域への関心を高めていきま
す。

指標／目標

歯科健康教育の充実（再掲）

58

早い時期から歯科保健に対する意識啓発と適正な生活習慣を身につけられるよう、歯科健康教育、歯
磨き指導、歯の健康フェア等を実施します。

■歯科口腔保健推進事業

小学生向けの健康教育では、令和2年度は1校だけの実施となりました。

市内小学校への実施数の拡大を目指し、学校教育課、学校などとの連携を強化します。また、新型コ
ロナウイルス感染拡大の影響もあるので、感染症対策を行った上で実施します。

指標／目標

57

子どもの健康づくりを推進するために、学校保健委員会の充実や学校と家庭の連携を図ります。ま
た、研修会などに参加し、養護教諭や保健主事などの資質の向上に努めます。

■教育支援事業

新型コロナウイルス感染症の影響で、県主催の研修会は中止となりました。

市食物アレルギー対応研修会をオンラインで実施します。県主催のオンライン研修等につきまして
も、積極的に呼びかけ、養護教諭や保健主事の資質向上に努めます。

指標／目標
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施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

学校給食課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

安全・安心な学校給食
提供割合

100% 100% 100% 100% 100%

№
施策名/担当部
署

学校教育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

単位子ども会加入団体
数

8団体 8団体 ８団体 ８団体 10団体

№
施策名/担当部
署

社会教育課歴史や伝統文化を学ぶ機会の提供

子ども会育成事業の充実

61

子ども同士の交流や世代間交流による多様な交流を通じて、相互の理解を深め、健やかにたくましく
成長することをめざす子ども会活動を推進するとともに、市域全体へ加入の働きかけを行います。

■子ども・子育て支援対策事業

子ども会育成団体連絡協議会の活動に対し、補助金を交付し、活動支援を行いました。加入団体は８団体（うち２団体は新型
コロナウイルス感染症拡大防止のため活動自粛）。新型コロナウイルス感染拡大防止のため、ふじみ野っ子まつり及び郷土か
るた大会を中止としましたが、ふじみ野郷土カルタの普及を図るため、カルタ220セットを作成し、カルタ作成に協力した児
童への配付や市民向けに販売を行いました。

現在、子ども会の統括団体である「ふじみ野市子ども会育成団体連絡協議会」への加入団体数が８団体にとどまっていること
から、単位子ども会に加入を働きかけるとともに、子ども会の現状を把握し、連絡協議会への加入方法の弾力化を検討しま
す。

指標／目標

安全な学校給食の充実

60-1

食品別に詳細な規格を定め、化学的合成食品添加物や遺伝子組換え原材料の使用を排除し、栄養バラ
ンスのとれた安全な学校給食を提供します。

■なの花学校給食センター管理運営事業
■あおぞら学校給食センター管理運営事業
■教育支援事業

食育の指導を通して、児童生徒は、化学的合成食品添加物の使用を控え、栄養バランスのとれた安全
な食事について学習しました。

食育の指導を通して、引き続き、化学的合成食品添加物の使用を控え、栄養バランスのとれた安全な
食事について児童生徒に指導します。

安全な学校給食の充実

60

食品別に詳細な規格を定め、化学的合成食品添加物や遺伝子組換え原材料の使用を排除し、栄養バラ
ンスのとれた安全な学校給食を提供します。

■なの花学校給食センター管理運営事業
■あおぞら学校給食センター管理運営事業
■教育支援事業

学校給食用物資選定審査実施要綱に基づき安全な食品を選定し、献立検討会議において栄養バランス
のとれた献立を作成しました。また、食材の放射能検査を定期的に実施し、安全性の確認を行いまし
た。

学校給食用物資選定審査実施要綱に基づく物資の選定や食材の放射能検査の実施を通して、安全安心
な学校給食の提供を行っていきます。

指標／目標

59-1

栄養教諭による給食だより・食育だよりの発行や学校訪問などの食育指導を推進し、心身の健全な発
達を促します。また、郷土への理解や愛着、地域農業への関心を深めるため、給食に地場産物を取り
入れます。

■なの花学校給食センター管理運営事業
■あおぞら学校給食センター管理運営事業
■教育支援事業

栄養教諭の学校訪問により食育指導を推進することができました。

栄養教諭による食育指導を推進していきます。
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施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

子どもを対象とした体
験講座の開催数

29回/年 15回/年 17回/年 15回/年 35回／年

№
施策名/担当部
署

歴史民俗資料
館

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

学校教育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

福祉体験学習、職場体
験学習の実施校

19校 19校 １３校 １３校 19校

№
施策名/担当部
署

文化・スポー
ツ振興課

様々な交流機会の充実

様々な体験学習の充実

63

小・中学校において、福祉体験、職業体験を実施します。また、学校ファームの取組による体験活
動、外部講師等によるキャリア体験学習の更なる充実を図ります。

■教育支援事業

新型コロナウイルス感染症の影響により、職場体験は中止しました。小学校においては、総合的な学
習の時間に福祉体験を実施しました。

新型コロナウイルス感染症の影響により、令和３年度についても職場体験は中止となりました。新型
コロナウイルス感染症の感染対策を図りながら、様々な体験学習を実施していきます。

指標／目標

歴史や伝統文化を学ぶ機会の提供

62-1

子どもたちの豊かな情操を育むため、地域で継承されてきた伝統芸能であるお囃子の体験や機織り、
竹かご、ほうきづくりなどの郷土文化の体験など、昔のくらしを学ぶ機会を提供します。

■文化財保護事業
■歴史民俗資料館教育普及事業
■郷土資料館教育普及事業
■文化財展示室設置・活用事業

竹とんぼを作ろう13人、段ボールを使った機織り１８人、ミニ埴輪人形を作ろう５４人、学社連携
事業４校２８３人、福小２年町たんけん２４人、亀久保小学校６年生フェスティバル１２人、福小卒
業制作藍染ハンカチ１１７人、福岡小出張授業長く続いた戦争と人々の暮らし１１６人、西原小文化
財展示室を設置しました。

Ｒ３年夏季のコロナウイルス感染急拡大により、今後の資料館体験事業の実施が見通せない。急拡大
前に企画した事業については、募集定員を半分以下にし、感染予防対策を行って実施しています。

62

子どもたちの豊かな情操を育むため、地域で継承されてきた伝統芸能であるお囃子の体験や機織り、
竹かご、ほうきづくりなどの郷土文化の体験など、昔のくらしを学ぶ機会を提供します。

■文化財保護事業
■歴史民俗資料館教育普及事業
■郷土資料館教育普及事業
■文化財展示室設置・活用事業

令和２年度は、コロナ感染拡大防止のため、子どもを対象とした体験学習「権現山探検」事業は中止
しましたが、はたおりなどの体験学習（一般対象）には、子どもの参加もありました。

子どもを対象とした体験学習「権現山探検」を夏休み期間中に実施します。

指標／目標
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施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

スポーツ少年団延べ加
盟団員数

スポーツ少年
団延べ加盟団
員数
482人

486人 34４人 347人 470人／年

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

文化・スポー
ツ振興課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

学校開放事業延べ利用
者数

106,086人 107,146人 53,349人 107,146人
175,140人
／年

スキルアップ教室延べ
参加者数

中止 163人 中止 164人 170人／年

子ども向けスポーツ適
合診断テスト参加者数
（体力測定）

39 70 中止 105 200人／年

№
施策名/担当部
署

学校教育課乳幼児とふれあう事業の推進

スポーツレクリエーション活動の推進

子どもたちの健康の増進、体力の向上、仲間づくりのため、身近なスポーツ施設の利用や学校施設な
どの開放を推進し、子どもたちのスポーツ事業を展開します。

■スポーツ推進事業
■スポーツ施設管理運営事業

65

新型コロナウイルス感染症の影響で、中止しました。

感染対策の検討を行い実施してまいります。

指標／目標

様々な交流機会の充実

64-1

スポーツ少年団や子ども会などの活動を通して、地域的な交流機会の充実に努めます。

■スポーツ推進事業
■子ども・子育て支援対策事業

例年、地域の子ども会の活動のほか、ふじみ野市子ども会育成団体連絡協議会によるふじみ野っ子まつり、郷土
かるた大会を実施し、地域交流の機会につなげておりますが、令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため、ふじみ野っ子まつり及び郷土かるた大会を中止しました。

徹底した感染予防対策や事業内容の工夫等により、可能な限り子ども会やスポーツ少年団などの活動を通して、
地域的な交流機会が図られるように検討していきます。

64

スポーツ少年団や子ども会などの活動を通して、地域的な交流機会の充実に努めます。

■スポーツ推進事業
■子ども・子育て支援対策事業

スポーツの多様化が進み、クラブチームの発足など少年団に加盟しない団体が増加していることか
ら、加盟団員数が減少しています。

スポーツの多様化が進み、新たな形のスポーツ団体が増加していることから、団体の在り方を検討す
る必要があります。

指標／目標
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施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

乳幼児とのふれあい体
験学習の実施校数（中
学校）

6校 6校 0校 0校 ６校

№
施策名/担当部
署

保育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

青少年育成関係支援団
体数

3団体 ４団体 ４団体 ４団体 ４団体

№
施策名/担当部
署

学校教育課情報化に対応した教育の充実

青少年健全育成団体の活動支援

67

青少年を対象とした青少年育成団体が主催する活動への支援を行います。

■子ども・子育て支援対策事業

青少年市民会議主催の少年の主張(1月30日開催107名参加）、地域青少年指導員非行防止パトロール延べ
1,294回(参加自治会54団体）を実施しました。市子ども会育成団体連絡協議会では、ふじみ野市郷土カルタの
販売を行い、大変好評でした。

青少年市民会議では、少年の主張、講演会の開催を検討、地域青少年指導員では、非行防止パトロール、各自治
会での活動、市子ども会育成団体連絡協議会では、ふじみ野っ子まつりの代替としてのふじみ野っ子教室の開
催、青少年相談員は、遊友隊活動など可能な限り行っていきます。

指標／目標

乳幼児とふれあう事業の推進

66-1

各学校において、乳幼児とふれあい、交流をもつことによって乳幼児の特徴を知り、いたわりの気持
ちやいのちの大切さを学ぶ機会を提供します。

■教育支援事業
■市立保育所管理運営事業

学校との連携を図りながら、授業の一環として保育所で中学生のチャレンジ体験授業を開催、また、
小学校へは行事の見学等交流を行う予定でしたが、新型コロナウイルス感染症の為実施を見送りまし
た。

学校との連携を図り、新型コロナウイルス感染症対策をとりながら、乳幼児との交流機会を検討しま
す。

66

各学校において、乳幼児とふれあい、交流をもつことによって乳幼児の特徴を知り、いたわりの気持
ちやいのちの大切さを学ぶ機会を提供します。

■教育支援事業
■市立保育所管理運営事業

新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、乳幼児とのふれあい体験学習は中止としました。

新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、乳幼児とのふれあい体験学習は中止とします。

指標／目標
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施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

教育用パソコン台数 980台 9000台 9000台 9000台 9,000台

№
施策名/担当部
署

教育総務課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

大規模改造実施割合 79.5% 80.5% 80.5% 87.1% 100%

№
施策名/担当部
署

学校教育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

県主催研修会への参加
1回/年
（各校1名19
校）

1回/年
（各校1名19
校）

０回/年
（各校１名１
９校）

1回/年
（各校1名19
校）

１回／年
（各校１名19
校）

№
施策名/担当部
署

学校教育課人権教育の充実

道徳教育の充実

70

「道徳」の授業を中心に、全教育活動を通じて、道徳教育を推進します。また、職員研修を通して、
道徳的実践力の向上を図る指導を行います。

■教育支援事業

新型コロナウイルス感染症の影響で、県主催の研修会は中止となりました。

県主催研修会への参加を積極的に呼びかけるとともに、校内研修を通して、児童生徒の道徳的実践力
の向上を図ります。

指標／目標

学校施設の充実

69

すべての児童生徒が安全で快適な教育環境で学べるように、校舎の大規模改修、その他施設の修繕を
行い、既存施設の整備・充実に努めます。

■小学校施設管理事業
■小学校大規模改造事業
■中学校施設管理事業
■中学校大規模改造事業

大規模改造工事について、西小学校（２期目）の工事を行いました。また、小中学校全１９校の体育
館に空調設備設置及び改修工事行うための設計業務を行いました。

大規模改造工事について、引き続き西小学校（３期目）、さぎの森小学校（１期目）の工事を行いま
す。なお、令和４年度から令和５年度にかけて実施予定の鶴ヶ丘小学校の大規模改造工事に向けた設
計業務を行います。また、小中学校全１９校の体育館に空調設備設置及び改修工事を行い、教育環境
の向上に努めます。

指標／目標

68

情報活用能力を育成する教育を推進するとともに、コンピュータなど情報機器及び教育ソフトウェア
の整備を促進します。また、情報機器の活用や整備に努め、情報機器研修会を開催し、授業での活用
方法を充実させます。

■国際化・情報化教育推進事業

GIGAスクール構想の実現のため、高速大容量ネットワーク及び児童生徒１人１台のタブレット端末
の整備を行いました。教育課程研究委員会で学校が取り組んでいる活用法の好事例を共有し、各学校
で積極的な活用に努めました。

各学校でタブレット端末を活用した協働的な学習ができるよう、効果的な活用方法をさらに研究し、
教育課程研究委員会や研修会で共有していきます。

指標／目標
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施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

人権標語づくり等への
取組校

19校 19校 ０校 19校 19校

№
施策名/担当部
署

学校教育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

福祉体験学習の実施校 19校 19校 19校 19校 19校

№
施策名/担当部
署

学校教育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

児童会・生徒会等によ
る「いじめで苦しむ子
ゼロ」に向けての取組
実施校数

６校 ６校 5校 6校 19校

№
施策名/担当部
署

学校教育課日本語学習の支援

いじめ防止対策の推進と生徒指導の充実

73
（新
規）

「いじめで苦しむ子ゼロ」をめざし、いじめゼロ連絡協議会で調査・研究及び施策の推進を図りま
す。また、学校においては、いじめアンケート等の実施や日々の生徒指導、道徳の授業等を通して、
いじめの早期発見・解決、未然防止に取り組みます。

■教育支援事業

「いじめで苦しむ子ゼロ」を目指し、協議会名を「いじめ見逃しゼロ連絡協議会」に変更しました。
年間３回の協議会を実施し、第２回には狭山市立教育センターから田中茂樹先生を招き、いじめ問題
の傾向や地域での関わり方などの講演をいただきました。

新型コロナウイルス感染症の感染状況を見極め、いじめ見逃しゼロ連絡協議会を実施します。また、
各学校では、いじめアンケート等の実施や日々の生徒指導等を通して、いじめの早期発見・未然防止
に取り組みます。

指標／目標

福祉及び障がい福祉教育の充実

72

介護老人福祉施設、保育所（園）、幼稚園の訪問など、体験学習による豊かな心を育む指導を行いま
す。また、福祉体験学習やボランティア体験学習を年間指導計画に位置づけ、さらなる充実に努めま
す。

■教育支援事業

新型コロナウイルス感染症の影響により、例年通りの福祉体験活動はできませんでしたが、感染対策
を図りながらできる限り、福祉体験学習やボランティア体験学習を実施しました。

令和３年度についても、新型コロナウイルス感染症の感染対策を図りながら、できる限り福祉体験学
習やボランティア学習を行います。

指標／目標

71

人権標語づくりや人権に関する作文に取り組み、人権尊重の精神を養う人権教育の充実に努めます。
また、人権感覚のさらなる定着を図るとともに、人権教育を推進する教職員を育成します。

■教育支援事業

新型コロナウイルス感染症の影響による臨時休業があり、人権標語は中止となりました。

令和３年度については、予定どおり人権標語の募集がありますので各校で作成します。また、道徳や
学級活動など教科横断的に人権尊重の精神を養う人権教育を行うとともに、人権教育を推進する教職
員を引き続き育成します。

指標／目標
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施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

日本語適応指導対象児
童生徒数

30人/年 40人/年 ３５人／年 ４０人／年 50人／年

№
施策名/担当部
署

学校教育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

全国・学力学習状況調査
（中学校英語）平均正答
割合

57% 60% 中止 60% 60%

№
施策名/担当部
署

学校教育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

支援員等研修会の実施
回数

０回／年 1回／年 0回／年 1回／年 ２回／年

№
施策名/担当部
署

学校教育課障がいのある子どもの教育の推進

きめ細やかな指導体制の充実

76

少人数指導支援員を置いて、習熟度別指導などの少人数指導を実施するとともに、学び育ちサポー
ターを配置し、児童生徒の学校生活を支援します。また、支援員に対する研修会や授業参観を実施
し、資質の向上を図り、指導体制を充実させます。

■教育支援事業

担任と少人数指導支援員のティームティーチングにより、きめ細やかな指導を行うことができまし
た。また、学び育ちサポーターを配置することで、児童生徒の生活を支援したり、悩みを聞いたりす
ることで、いじめや不登校の未然防止に努めました。

会計年度任用職員の研修会を実施し、少人数指導支援員や学び育ちサポーターの資質の向上を目指し
ます。引き続き、児童生徒に対し、学習面や生活面のサポートを図ります。

指標／目標

小学校英語活動と中学校英語指導の充実

75

ＡＬＴを配置し、子どもたちの国際理解及び英語によるコミュニケーション能力の向上に努めます。
また、学級担任や英語教師等とのチームティーチングで学習効果をさらに高めます。

■国際化・情報化教育推進事業

新型コロナウイルス感染症の影響があり、全国学力・学習状況調査は中止となりました。市内１９校
にALTを配置し、ネイティブの発音に触れながら、外国語及び外国語活動を実施することができまし
た。

児童生徒が楽しく外国語や外国の文化を学ぶことができるよう、学級担任や英語教師等とALTとの
ティームティーチングで学習効果を高めていきます。

指標／目標

74

外国籍の児童生徒及び帰国児童生徒への日本語適応指導を実施し、日本語の指導や学校生活への適応
指導を行います。

■教育支援事業

４月及び５月は学校が臨時休業であったため、日本語適応指導を実施できなかったが、学校再開後
は、外国籍の児童生徒に対し、計画的に日本語適応指導を行うことができました。

日本語適応指導を行うボランティアを対象に研修会を実施し、児童生徒に対しより充実した日本語適
応指導を実施できるようにします。

指標／目標
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施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

通級指導教室の設置校 5校 5校 5校 5校 ５校

№
施策名/担当部
署

学校教育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

地域協働学校数 １４校 １９校 １９校 １９校 19校

№
施策名/担当部
署

学校教育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

環境に関する出前講座
の実施校

４校 ７校 1校 2校 ７校

えこらぼ環境学習講座
数

30回／年 35回／年 15回／年 20回／年 35回／年

№
施策名/担当部
署

環境課環境教育の推進

環境教育の推進

79

学校においては、年齢にあわせた環境教育のプログラムやカリキュラムを作成します。また、リサイ
クル活動を行うとともに、緑のカーテン等、現在全校で実施している環境教育の継続実施をめざしま
す。さらに、環境活動団体と教育現場の交流及び「えこらぼ」を活用した環境学習を推進します。

■教育支援事業
■環境基本計画・地球温暖化対策推進事業

新型コロナウイルス感染症の影響で、バスを使用した「えこらぼ」への校外学習は中止となりまし
た。

新型コロナウイルス感染症の感染対策を講じ、バスを使用した「えこらぼ」への校外学習を希望校で
行います。

指標／目標

開かれた特色ある学校づくりの推進

78

地域協働学校として、学校運営協議会を中心に、地域との連携・協力を図り、地域の教育力を取り入
れます。また、定期的に学校公開日を設定し、ホームページでの情報発信を行い、各種行事に地域の
人を招待します。

■地域協働学校推進事業
■学校・家庭・地域連携推進事業

新型コロナウイルス感染症の影響で、学校公開等が難しい状況にありましたが、各学校が工夫をし
て、少人数での開催や入替制、オンラインでの実施など、できる限り学校の様子を発信しました。

新型コロナウイルス感染症対策を講じながら、家庭・地域と連携することで、地域の教育力を学校に
取り入れます。

指標／目標

77

特別支援学級に介助員を適正に配置し、一人ひとりに応じた指導を行います。また、関係機関と連携
し、適正な就学支援・進路相談を行うとともに、個別の支援を要する児童生徒には通級指導教室によ
る指導を行います。

■教育支援事業

特別支援学級の増設に伴い、特別支援学級等介助員も増員し、個に応じた指導を行うことができまし
た。

児童生徒の状況に応じて、適切な指導が行えるよう、計画的に就学支援していきます。

指標／目標
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施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

学校教育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

情報教育推進委員会等
による情報教育に関す
る授業研究回数

1回/年 2回/年 0回／年 ２回／年 ２回／年

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

学校教育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

情報教育推進委員会等
による情報教育に関す
る授業研究回数

１回／年 １回／年 0回／年 １回／年 １回／年

№
施策名/担当部
署

学校教育課教職員の資質向上

確かな学力の向上

81

学力調査等を活用してＰＤＣＡサイクルを確立させ、学力向上の取り組みを行います。また、各学校
のよりよい取り組みを広め、特色を生かして、児童生徒が確かな学力を定着できるように、学力向上
プランを検証し、課題に応じた学力向上策を指導します。

■教育支援事業
■子ども・子育て支援対策事業

情報教育推進委員会はより一層効果を高めるため、教育課程研究委員会と統合しました。新型コロナ
ウイルス感染症の影響により、ICT活用に関する授業研究は行えませんでした。

教育課程研究委員会でICT活用に関する授業研究会を行います。

指標／目標

情報モラル教育の推進

80
－１

インターネットなどから有害情報の被害を防ぐため、情報モラル教育を推進します。

■教育支援事業
■子ども・子育て支援対策事業

社会を明るくする運動に参加し、公共施設等の窓口において、児童・生徒の携帯電話などの被害防止
に対する啓発チラシを配布しました。

性や暴力などに関する雑誌・ビデオなどや携帯電話・インターネット上の有害情報からの被害を防ぐ
ため、学校・地域・家庭における情報モラル教育を推進し、有害環境対策を図ります。

情報モラル教育の推進

80

インターネットなどから有害情報の被害を防ぐため、情報モラル教育を推進します。

■教育支援事業
■子ども・子育て支援対策事業

GIGAスクール構想を実現するにあたり、情報モラル教育の推進が急務であります。各学校の総合的
な学習の時間や道徳、学級活動など、教科横断的に情報モラルの授業を行いました。

各学校の総合的な学習の時間や道徳、学級活動など、教科横断的に情報モラル教育を推進していきま
す。また、地域人材や企業と連携し、専門的な立場から情報モラルについての授業を行います。

指標／目標

79-1

学校においては、年齢にあわせた環境教育のプログラムやカリキュラムを作成します。また、リサイ
クル活動を行うとともに、緑のカーテン等、現在全校で実施している環境教育の継続実施をめざしま
す。さらに、環境活動団体と教育現場の交流及び「えこらぼ」を活用した環境学習を推進します。

■教育支援事業
■環境基本計画・地球温暖化対策推進事業

ふじみ野市・三芳町環境センター内の「環境学習館えこらぼ」において実施している環境学習講座に
ついては、新型コロナウイルス感染症拡大を受け、従来より開催回数は減少したものの、実施方法を
工夫する等、感染対策を講じて計15回実施しました。また、市内の小学生を対象に、ごみの分別や
環境問題について解説する出前講座を計1回実施しました。

新型コロナウイルス感染症対策に十分に努めながら、子育て世代への周知や環境学習講座の内容の見
直しなどにより参加者を増やし、今後も環境教育の拡充に努めます。
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施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

個人グループ研修の参
加者数

30人/年 30人/年 ２３人／年 ３０人／年 38人/年

№
施策名/担当部
署

学校教育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

幼保小連絡会議の実施
回数（各小学校）

１回以上／年 １回以上／年 １回以上／年 １回以上／年 １回以上／年

№
施策名/担当部
署

保育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

子育て支援課地域ぐるみによる非行防止活動の推進

幼稚園・保育所（園）・小学校の連携（再掲）

83
－1

全国的に課題となっている小１プロブレムの解消に向けて、小学校就学予定の園児について情報交換
を実施するなど、相互理解を深めるため連携を強化します。

■教育支援事業
■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業

卒園する児童が小学校に上がったときに困らないように生活指導を実施しました。また、円滑な小学
校生活が送れるよう園での成長記録を小学校に情報提供しました。

円滑な小学校生活が送れるよう積極的な情報共有を行い、連携を強化します。

幼稚園・保育所（園）・小学校の連携（再掲）

83

全国的に課題となっている小１プロブレムの解消に向けて、小学校就学予定の園児について情報交換
を実施するなど、相互理解を深めるため連携を強化します。

■教育支援事業
■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業

新型コロナウイルス感染症の影響があったため、例年通りではなく、幼稚園ごとに時間を区切った
り、分科会のみ行ったりするなど、内容を変更して実施しました。

新型コロナウイルス感染症の感染状況は変わっていないので、幼稚園や保育園の職員を学校に一斉に
集めることに課題があります。内容や方法を工夫して、情報交換を行い、小１プロブレムの解消を目
指します。

指標／目標

82

授業研究会を中心とした研修会や研究委嘱により課題解決に努め、教職員の指導力の向上を図りま
す。また、個人グループ研修や希望研修を開催し、市内教職員のさらなる指導力向上をめざします。

■教育支援事業

新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から個人グループ研究は紙面での発表に変更しました。

新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、令和３年度はオンラインでの研修を行います。教
職員がそれぞれのテーマについて研究を行い、それを共有することで、教職員の指導力の向上を図り
ます。

指標／目標
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施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

地域青少年指導員によ
る非行防止パトロール
延べ回数

365回/年 365回/年 238回/年 300回/年 400回/年

保護司特別授業実施校
数

1校 6校 0校 6校 ６校

№
施策名/担当部
署

福祉課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

学校教育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

道路課クリーン作戦の実施

地域ぐるみによる非行防止活動の推進

84
－２

地域青少年指導員やＰＴＡによる非行防止パトロール、社会を明るくする運動を実施し、地域ぐるみ
の活動を推進します。また、学校応援団の見守り活動や保護司による特別授業を実施します。

■子ども・子育て支援対策事業
■更生保護活動事業
■教育支援事業

新型コロナウイルス感染症の影響があり、密にならない学校応援団活動を、できる限り実施しまし
た。

新型コロナウイルス感染症の感染対策を講じながら、できる限り学校応援団活動を実施します。ま
た、地域や保護者の方と協力しながら、児童生徒の見守り活動を実施します。

地域ぐるみによる非行防止活動の推進

84
－１

地域青少年指導員やＰＴＡによる非行防止パトロール、社会を明るくする運動を実施し、地域ぐるみ
の活動を推進します。また、学校応援団の見守り活動や保護司による特別授業を実施します。

■子ども・子育て支援対策事業
■更生保護活動事業
■教育支援事業

例年、社会を明るくする運動の一環として、駅頭キャンペーンと中学3年生の生徒を対象に特別授業
を実施していましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止しました。
代替策として、公共施設等14か所での啓発品の配布と中学３年生へのクリアファイルの配布による
啓発活動を実施しました。

令和2年度末時点で6名の欠員が生じており、他の保護司への負担となっています。（令和2年度末定
数21名。現員数15名。）

84

地域青少年指導員やＰＴＡによる非行防止パトロール、社会を明るくする運動を実施し、地域ぐるみ
の活動を推進します。また、学校応援団の見守り活動や保護司による特別授業を実施します。

■子ども・子育て支援対策事業
■更生保護活動事業
■教育支援事業

新型コロナウイルスの感染防止対策をしながら、市内50自治会で238回の非行防止パトロールを延
べ1,294人の参加のもと実施してくれました。

新型コロナウイルスの感染防止対策を十分に講じながら、市内57自治会中活動する54自治会で300
回の非行防止パトロールを実施していきます。

指標／目標
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施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

違反屋外広告物パト
ロール回数

２回／月 2回／月 ２回／月 ２回／月 ２回／月

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

ふじみ野市子ども会育
成団体連絡協議会ジュ
ニアリーダー人数

20人 22人
コロナによる影響でかる
た大会中止となったた
め、募集を行いませんで
した。

20人 30人

№
施策名/担当部
署

学校教育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

人権の花運動の実施校
数（小学校）

13校 13校 13校 13校 13校

人権親子映画会募集に
対する参加割合

58% 中止 中止 中止 70%

№
施策名/担当部
署

市民総合相談
室

子どもの意見を尊重する社会づくりの推進

子どもの意見を尊重する社会づくりの推進

87

児童生徒に対する日常における観察、対話を密に行い、問題の早期発見・対応を行います。また、人
権擁護委員による子どもの人権救済・相談や人権意識を高める啓発活動として、「人権の花運動」や
「人権教室」などを実施します。

■教育支援事業
■人権推進事業
■社会教育推進事業

保護者や地域の方と協力しながら、人権の花運動を実施しました。

新型コロナウイルス感染症の感染対策を講じながら、保護者や地域の方と協力し、人権の花運動を実
施します。

指標／目標

次世代に向けた指導者の育成

86

青少年関係団体における活動支援や子ども会への加入を促進する中で、若い世代による指導者の育成
につなげます。

■子ども・子育て支援対策事業

例年開催していた青少年育成ふじみ野市民会議と地域青少年指導員による青少年健全育成講演会はコロナの影響
により中止しました。また、ふじみ野市子ども会育成団体連絡協議会主催の郷土かるた大会も同様に中止とな
り、ジュニアリーダーの募集も行いませんでした。

コロナ禍の状況で、講演会やかるた大会の実施を検討し、指導者の育成につながる支援を行います。

指標／目標

85

子どもに対して悪影響が懸念される看板の設置やビラの貼付等を防ぐため、パトロールを実施し、随
時撤去します。

■道路等管理事務

年間24回実施し、撤去したはり紙やはり札は合計で337枚でした。
上福岡駅前通り（東口・西口）ののぼり旗や看板の撤去・指導を行いました。

違反して掲出されているはり紙等を発見した場合は、随時撤去していきます。

指標／目標
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施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

社会教育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

学校教育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

薬物乱用防止教育の実
施回数（各校）

１回／年 １回／年 １回／年 １回／年 ２回／年

薬物・喫煙・飲酒等に関する正しい知識の普及・啓発

88

薬物乱用防止教育キャラバンカーを活用し、危険性について啓発します。また、警察や関係機関と連
携を図り、保健学習として、薬物乱用・喫煙・飲酒による健康被害を知り、健康な生活に取り組む意
識を醸成します。

■教育支援事業

新型コロナウイルス感染症の影響により、全校で、警察や関係機関を招聘した薬物乱用防止教室を実
施することはできませんでした。

新型コロナウイルス感染症の感染対策を講じながら、警察や関係機関を招聘し、できる限り薬物乱用
防止教室を実施します。

指標／目標

子どもの意見を尊重する社会づくりの推進

87
－２

児童生徒に対する日常における観察、対話を密に行い、問題の早期発見・対応を行います。また、人
権擁護委員による子どもの人権救済・相談や人権意識を高める啓発活動として、「人権の花運動」や
「人権教室」などを実施します。

■教育支援事業
■人権推進事業
■社会教育推進事業

コロナウィルス感染拡大防止の観点から事業を中止いたしました。

コロナウィルス感染拡大防止の観点から、８月の映画会については中止しますが、感染症拡大防止対
策を行い、１１月の人権講演会は行う予定です。

87
－１

児童生徒に対する日常における観察、対話を密に行い、問題の早期発見・対応を行います。また、人
権擁護委員による子どもの人権救済・相談や人権意識を高める啓発活動として、「人権の花運動」や
「人権教室」などを実施します。

■教育支援事業
■人権推進事業
■社会教育推進事業

人権教室については学校からの要望がなかったため実施しませんでしたが、市内小学校全13校での
人権の花運動（パンジー各校100株）を実施し、ＳＯＳミニレターは人権擁護委員が直接法務局と連
携して実施しました。

あらゆる機会をとらえて、子どもの人権を尊重する地域社会づくりのため、人権擁護委員と連携し教
育・啓発に努めます。
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№
施策名/担当部
署

公民館

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

子育てサークル登録団
体数

1１団体 14団体 1２団体 14団体 1３団体

子育てサークル育成・
支援回数

4７回／年 4７回／年 19回／年 40回／年 60回／年

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

子育てサークルへの支援・子育てサポーターの活用

89
－１

公民館、子育てふれあい広場、子育て支援センター、児童センターなどの様々な機関において、活動
の場や講師情報を提供するなどの支援を行います。また、子育て家庭を応援するため、子育てサポー
ターの育成に努めます。

■公民館管理運営事業
■青少年教育事業
■子育てふれあい広場管理運営事業
■子育て支援センター管理運営事業
■児童センター管理運営事業
■母子健康教育・相談事業
■地域健康推進事業

新型コロナ感染予防対策を講じながら、利用者数や利用時間を制限し、子育てサークル育成・支援を実施しまし
た。新型コロナ感染予防のため、令和2年度は子育てサポーターの事業協力・参加は中止としました。

コロナ禍ではありますが、引き続き感染予防対策を講じながら子育てサークル・育成事業を実施すると共に、子
育てサポーターの育成に努めます。

子育てサークルへの支援・子育てサポーターの活用

89

公民館、子育てふれあい広場、子育て支援センター、児童センターなどの様々な機関において、活動
の場や講師情報を提供するなどの支援を行います。また、子育て家庭を応援するため、子育てサポー
ターの育成に努めます。

■公民館管理運営事業
■青少年教育事業
■子育てふれあい広場管理運営事業
■子育て支援センター管理運営事業
■児童センター管理運営事業
■母子健康教育・相談事業
■地域健康推進事業

大井中央公民館：新型コロナウイルス感染症拡大防止による施設の利用制限等の措置により、談話室
の自由開放は中止し、1人1日1時間の制限で利用を可能としました。また各種情報提供を行いまし
た。
上福岡公民館：建て替えにより休館。未実施。
上福岡西公民館：ロビーの開放及び各種情報提供を行いました（休止期間あり）。

大井中央公民館：建て替えにより休館中（令和5年夏頃まで）。引き続き各種情報提供を行います。
上福岡西公民館：今後も継続的な支援として活動の場を提供していきます。

指標／目標

基本目標４ 【子育て期全般】Ｎo.89～150

「親子に安心な生活環境を整え、健康な心と体を育むこ

と」

で心があったかくなるまち
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№
施策名/担当部
署

保健センター

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

公民館

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

子育て講演会参加者数 141人／年 150人／年 ― ― 150人／年

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

プレママひだまり・妊
婦と０歳つどい事業実
施回数

22回／年 14団体 19回／年 24回／年 24回／年

子育て家庭の交流の充実

91

妊娠中から仲間づくりの機会を提供し、出産後も相互に交流するなかで、子どもの遊びや発達を促し
ます。

■子育て支援センター管理運営事業
■母子健康教育・相談事業
■母子保健包括支援事業

新型コロナ感染予防対策を講じながら、利用時間や利用者数の制限なども行い事業を実施し、妊娠期からの仲間
づくりの機会を提供しました。プレママひだまり：8人、父1人、妊婦と0歳つどい：1人。大井子育て支援セン
ターでは母子健康手帳交付から出産後に子育て支援センターの利用に繋がりました。

コロナ禍で妊婦の利用は減少していますが、新型コロナ感染予防対策を講じ、妊娠中から仲間づくりの機会を提
供します。

指標／目標

子育て支援事業の充実（再掲）

90

子育てママ座談会を充実させるとともに、子育て経験者等により、子育てに関する悩みや不安の相談
などに対応します。また、子育てに関する講座を開催するなど、新たな子育てネットワークを構築し
ます。

■成人教育事業

大井中央公民館：子育て講座を１回（１２月２２日開催親子３組６名参加）実施しました。
上福岡公民館：未実施
上福岡西公民館：子育て講演会は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から行いませんでした。

大井中央公民館：親子参加を中心とした講座で触れ合いや遊びを通して健全な親子関係を築きます。
上福岡西公民館：実施については検討中。

指標／目標

子育てサークルへの支援・子育てサポーターの活用

89
－２

公民館、子育てふれあい広場、子育て支援センター、児童センターなどの様々な機関において、活動
の場や講師情報を提供するなどの支援を行います。また、子育て家庭を応援するため、子育てサポー
ターの育成に努めます。

■公民館管理運営事業
■青少年教育事業
■子育てふれあい広場管理運営事業
■子育て支援センター管理運営事業
■児童センター管理運営事業
■母子健康教育・相談事業
■地域健康推進事業

新型コロナウイルス感染予防対策を講じながら、ファミリーサポートセンター基礎講座において支援
者向けの健康教育を行いました。令和2年度は2回実施しました。

感染予防対策を講じながら、子育てサポーターの育成講座等において健康教育を行います。。
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№
施策名/担当部
署

保健センター

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

子育てサポーター事業
協力参加人数

116／人 １5０／人 45／人 150／人 220人／年

ふくっ子クラブ開催回
数

９回／年 10回／年 ６回／年 10回／年 10回／年

小学３年生体験教室開
催団体数

２３団体 ２５団体 中止 検討中 2５団体

協力団体数 １７団体 １７団体 中止 ４２団体 20団体

読み聞かせ講座開催 ２０件／年 中止 8回/年 8回/年 18件／年

地域における子育て支援体制の確立

92

子育てボランティアの育成を行い、地域人材を活用して子育て家庭との世代間交流を図り、地域全体
で子育てを応援する体制を確立します。

■子育て支援センター管理運営事業
■青少年教育事業
■成人教育事業
■図書館奉仕事業

新型コロナ感染予防のため、令和2年度は子育てボランティア（子育てサポーター）の協力参加を得
ずに職員が実施しました。

コロナ禍ではありますが、今年度は感染予防対策を講じながら事業を実施し、子育てボランティア
（子育てサポーター）の育成に努めます。

指標／目標

子育て家庭の交流の充実

９１
－１

妊娠中から仲間づくりの機会を提供し、出産後も相互に交流するなかで、子どもの遊びや発達を促し
ます。

■子育て支援センター管理運営事業
■母子健康教育・相談事業
■母子保健包括支援事業

プレママひだまりでは、保健センター助産師が妊娠・出産・産後について話をし、妊婦の質問にも答
えています。月1回開催で、年6人の参加あり。新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を行い実施
しています。

プレママひだまりでは、保健センター助産師が妊娠・出産・産後について話をし、妊婦の質問にも答
えています。月1回の開催で、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を行い実施しています。
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№
施策名/担当部
署

公民館

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

図書館

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

学校教育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

小学生の登下校時の見
守り活動実施クラブ

2クラブ 2クラブ 2クラブ 2クラブ ５クラブ

介護予防センターでの
多世代交流事業回数

8回 10回 ０回 １０回 15回／年

世代間交流の推進

93

地域のいきいきクラブや高齢者のボランティアが保育所（園）、幼稚園、小学校などを訪問し、伝承
遊びを教えたり、小学生の登下校時の見守り活動を行います。また、介護予防センターで多世代交流
の事業を実施するなど、世代間交流を拡充・推進します。

■教育支援事業
■長寿推進事業
■市立保育所管理運営事業

新型コロナウイルス感染症の影響により、高齢者ボランティアを招聘した伝統遊びを実施することが
できませんした。

新型コロナウイルス感染症の対策を講じながら、伝統遊びを教えていただく学習をできる限り実施し
ます。

指標／目標

地域における子育て支援体制の確立

92
－２

子育てボランティアの育成を行い、地域人材を活用して子育て家庭との世代間交流を図り、地域全体
で子育てを応援する体制を確立します。

■子育て支援センター管理運営事業
■青少年教育事業
■成人教育事業
■図書館奉仕事業

読み聞かせボランティアの育成講座と子育て支援センターで図書館員の絵本講座をおこないました。
新型コロナウイルス感染防止の観点から参加者を制限して開催しています。
上福岡図書館
上野台子育て支援センター　出張「絵本講座」　　延べ2回/12人
大井図書館　読み聞かせ講座
　「始めよう！絵本の読み聞かせ」　　1回/7人
　「絵本の読み聞かせ講座」　　　　延べ3回/21人
大井子育て支援センター　出張「絵本講座」　延べ2回/8人

新型コロナウイルスの感染状況により絵本講座・読み聞かせ講座の参加者を増やしていきます。

地域における子育て支援体制の確立

92
－１

子育てボランティアの育成を行い、地域人材を活用して子育て家庭との世代間交流を図り、地域全体
で子育てを応援する体制を確立します。

■子育て支援センター管理運営事業
■青少年教育事業
■成人教育事業
■図書館奉仕事業

上福岡公民館：新型コロナウイルス感染症の影響により小学校３年生公民館体験教室は中止しまし
た。
上福岡西公民館：新型コロナウイルス感染症の影響により小学校３年生公民館体験教室は中止しまし
た。

上福岡西公民館：小学校3年生公民館体験教室は毎年5月に実施している事業ですが、新型コロナウ
イルス感染症の影響により延期となり、事業実施については検討中です。
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№
施策名/担当部
署

高齢福祉課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

保育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

図書館

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

おはなし会の開催回数 22０回／年 中止 ３回／年 40回／年 230回／年

図書館の充実

94

蔵書の充実を図るとともに、司書やボランティアによる読み聞かせやお話会を開催します。また、
様々な行事を通じて、本の魅力を伝えることで、子どもたちの読書活動を推進します。

■図書館奉仕事業

新型コロナウイルス感染防止の観点から定例のおはなし会は全て中止したが、参加者を制限して2回
大井図書館で特別おはなし会を開催しました。
クリスマスおはなし会　2回/20人
春休みおはなし会　1回/13人

新型コロナウイルス感染防止の観点から３密を避ける範囲での定員設定で回数を減らしておはなし会
を開催します。

指標／目標

世代間交流の推進

93
－２

地域のいきいきクラブや高齢者のボランティアが保育所（園）、幼稚園、小学校などを訪問し、伝承
遊びを教えたり、小学生の登下校時の見守り活動を行います。また、介護予防センターで多世代交流
の事業を実施するなど、世代間交流を拡充・推進します。

■教育支援事業
■長寿推進事業
■市立保育所管理運営事業

地域の老人クラブ等と保育所との交流の場を設け、催し物を開催してきましたが、新型コロナウイル
ス感染防止の観点から実施を見送りました。

新型コロナウイルス感染症を考慮し、地域の方との世代間交流の拡充・推進にできる対策から努めま
す。

世代間交流の推進

93
－１

地域のいきいきクラブや高齢者のボランティアが保育所（園）、幼稚園、小学校などを訪問し、伝承
遊びを教えたり、小学生の登下校時の見守り活動を行います。また、介護予防センターで多世代交流
の事業を実施するなど、世代間交流を拡充・推進します。

■教育支援事業
■長寿推進事業
■市立保育所管理運営事業

児童の登下校の見守りを実施しました。新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、世代間交流は実
施しておりません。

老人クラブでは、会員の減少に伴い、事業継続が困難になりつつありますが、今後も世代間の交流や
地域での子育て支援がどのような形でできるかを検討する必要があります。
介護予防センターでは世代間交流事業を積極的に増やし、地域や世代間交流、子育て支援に関わる高
齢者を増やしていきます。
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№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

出前子育てサロン参加
人数

102人／年 50人／年 26人／年 40人／年 100人／年

№
施策名/担当部
署

保健センター

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

子育て支援拠点利用者
延べ人数

4,593人/月 5,634人/月 1,685人／月 5,701人／月 5,908人／月

子育て支援拠点の充実（再掲）

96

地域子育て支援センターや子育てふれあい広場、子育てサロン、児童センターは、子育て支援の拠点
として、乳幼児をもつ親子の交流や子育てに関する相談などを実施しています。より多くの親子が気
軽に利用できるよう内容の充実を図ります。

■子育て支援センター管理運営事業

新型コロナ感染予防対策を講じながら、利用時間や利用者数の制限なども行い、事業を実施しました。気軽に利
用や相談ができる施設として、各子育て支援拠点の特色を活かし内容の充実を図りました。

新型コロナの影響により、子育て支援拠点利用者数が減少しました。市報やホームページ、子育て情報配信メー
ル等を通して、市民への周知に努めます。

指標／目標

出前子育てサロンの推進

95
－１

保育士や保健師が集会所や公民館分館、放課後児童クラブなどに出向き、簡単な遊びと子育てに関す
る相談や対話の機会を設けます。

■子育て支援センター管理運営事業
■母子健康教育・相談事業

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、各会場定員を決めて年2回開催しました。参加人数26人
/年。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、各会場定員を決めて実施します。年3回実施予定です。

出前子育てサロンの推進

95

保育士や保健師が集会所や公民館分館、放課後児童クラブなどに出向き、簡単な遊びと子育てに関す
る相談や対話の機会を設けます。

■子育て支援センター管理運営事業
■母子健康教育・相談事業

新型コロナ感染予防対策を講じ、利用者数の制限をして実施しました。保育士や保健師など専門職員
が地域に出向き、簡単な遊びの提供や子育て相談、健康・栄養相談などに対応し、対話の機会を設け
ました。
5月22日　赤土原分館（新型コロナの影響により中止）
9月2日　さぎの森放課後児童クラブ　3組7人
11月4日　緑ヶ丘分館　9組19人
合計２６人の参加がありました。

新型コロナウイルスの影響により、利用者数の制限等もありますが、引き続き感染予防対策を講じな
がら、出前子育てサロンを開催し、子育てに関する相談や対話の機会を作ります。

指標／目標
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№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

子育てコンシェルジュ
事業利用者満足度

100% 100% 100% 100% 100%

№
施策名/担当部
署

保健センター

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

電子母子手帳アプリの
登録者数

450人／年 936人／年 1,333人／年 1,400人／年 1,450人／年

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

子育て情報メール発信
件数

147件／年 150件/年 108件/年 120件/年 200件／年

多様な情報媒体による子育て情報の提供の推進

99

ホームページ、市報、冊子、ＳＮＳなどの多様な媒体を活用して、子育て関連施設、子育て支援サー
ビス、各種講座や関係機関の子育て支援活動の情報提供を積極的に行います。

■子ども・子育て支援対策事業

児童センターや子育てふれあい広場等の事業情報を積極的に発信し、情報提供の拡充を図りました。

様々な媒体を利用して、子育て情報の発信件数を増やし、市民への情報提供の拡充を図ります。

指標／目標

保健センターにおける相談・情報提供の充実（再掲）

98

すくすく相談、健診後専門相談、電話での子育て相談を実施します。また、子どもの健康や予防接種
冊子の配布、ホームページやアプリなどを活用し、情報提供を充実させます。

■母子健康教育・相談事業

新型コロナウイルスの感染拡大防止対策を行い、すくすく相談、健診フォロー相談、育児専門相談を
実施しました。電話での子育て相談も実施しました。（Ｒ２年度参加者延べ人数：すくすく相談330
人、健診フォロー相談50人、育児専門相談23人）

新型コロナウイルスの感染拡大防止対策を行い、すくすく相談、健診フォロー相談、育児専門相談を
実施します。電話での子育て相談も実施します。

指標／目標

子育てコンシェルジュ事業の充実（再掲）

97

子育てに関する情報を提供し、相談対応のみならず、保健センター等関係機関へ同行するなど個別
ニーズを把握するとともに、妊娠期から子育て期まで寄り添い型の支援を行い、妊娠、出産、子育て
の不安軽減に努めます。

■子育て支援センター管理運営事業

新型コロナ感染予防対策を講じながら、利用時間や利用者数の制限なども行い、事業を実施しました。妊娠期か
ら子育て期まで個別のニーズに合わせて、寄り添い型支援を行い、妊娠、出産、子育ての不安軽減に努めまし
た。

新型コロナ感染予防対策を講じながら事業を実施し、個別のニーズを把握すると共に関係機関との連携を図り、
妊娠、出産、子育ての不安軽減に努めます。

指標／目標
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№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

子育てＹＥＬＬを読んで
子育てに参加しようと
思った父・祖父母の割合

100% 100% 100% 100% 100%

№
施策名/担当部
署

協働推進課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

外国籍市民生活相談件
数

２１７件／年 300件／年 293件／年 300件／年 395件／年

外国語（英語）版で作
成している乳幼児健診
問診票の種類

１種類 １種類 2種類 2種類 ４種類

№
施策名/担当部
署

保健センター

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

外国籍市民への総合的な子育て情報の提供及び相談体制の充実

101
-１

国際交流センターと連携し、「外国語版生活ガイドブック」の作成・配布、インターネットを活用し
た外国語版生活ガイドホームページの開設及び更新、多言語による生活相談窓口の開設を実施しま
す。また、外国語版の母子手帳や乳幼児健診の問診票を作成し、充実した支援を行います。

■国際化推進事業
■母子保健包括支援事業
■母性・乳幼児訪問指導事業
■乳幼児健康診査事業

外国籍の産婦に対し、新生児・乳幼児家庭全戸訪問時には、必要時、外国語版の産後うつに関するア
ンケート（EPDS)を実施しました。
必要な方に対し、外国語版の母子手帳の配布、乳幼児健診の問診票を郵送し、充実した支援を行いま
した。

国際交流センターと連携し、子育ての情報提供、相談体制の充実化を図ります。

外国籍市民への総合的な子育て情報の提供及び相談体制の充実

101

ふじみの国際交流センターと連携し、「外国語版生活ガイドブック」の作成・配布、インターネット
を活用した外国語版生活ガイドホームページの開設及び更新、多言語による生活相談窓口の開設を実
施します。また、外国語版の母子手帳や乳幼児健診の問診票を作成し、充実した支援を行います。

■国際化推進事業
■母子保健包括支援事業
■母性・乳幼児訪問指導事業
■乳幼児健康診査事業

「外国語生活ガイドブック」は、やさしい日本語を追加して、全７か国語で作成・配布しました。ま
た、インターネットを活用した外国語版生活ガイドホームページの開設及び更新、外国籍市民向け生
活相談窓口の開設及び運営を通じて、外国籍市民が安心して暮らせるようサポートを行いました。

ふじみ野市の外国籍市民のうち４番目に人口の多いネパール国籍の方に対応するため、「外国語版生
活ガイドブック」の対応言語にネパール語を追加します。また、外国語版生活ガイドホームページを
年に１回更新、外国籍市民向け生活相談窓口を引き続き設置し、外国籍市民が安心して暮らせるサ
ポート環境を整えます。

指標／目標

子育て情報誌・子育てマップの充実

100

「子育てガイドブック」や子育て応援手帳「子育てＹＥＬＬ」の内容の充実を図り、子育て世帯に配
布します。また、子育て支援関連施設の場所を示した子育てマップを作成し、子育て家庭に役立つ情
報を提供します。

■子ども・子育て支援対策事業

父親・祖父母向けの冊子「子育てYELL」を子育て関係施設に配布し、子育てに関する意識向上を図りました。
また、「子育てガイドブック」については、２年に１回の更新年であったため、情報の更新に合わせて表紙、イ
ラストなども一新し、読みやすいよう工夫しました。

「子育てYELL」と「子育てガイドブック」を最新の内容にするなど見直しを行い、窓口や子育て関
係施設等で配布します。

指標／目標
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№
施策名/担当部
署

保健センター

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

保健推進員が活動する
自治組織割合

93.0% 94.7% 94.7% 96.5% 100%

№
施策名/担当部
署

建築課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

子育て家庭向けの公営
住宅募集にかかる市報
掲載回数

３回／年 ３回／年 ３回／年 ３回／年 ３回／年

子育て家庭向け安全・安心で快適な住居の提供

103

関係機関との連携を図りながら、特定優良賃貸住宅制度・県営住宅・市営住宅などの情報を提供しま
す。

■市営住宅等管理事業

県で行う若い子育て世代を支援するための専用枠を設けた県営住宅の入居者募集情報や多子世帯向け
住宅取得支援制度を、市報を活用し情報提供しました。また、市営住宅の入居補欠者募集時に霞ヶ丘
第１住宅３１号棟９戸を「ひとり親世帯」向けとして確保し、市報にて、情報提供しました。

今後も継続して「ひとり親世帯」向けとして確保し、関係機関との連携を図りながら、毎年、定期的
に情報提供を行ってまいります。

指標／目標

保健推進員制度の普及・啓発（再掲）

102

保健推進員の協力のもと、地域への母子保健情報の周知や地域の状況に応じた健康づくりを推進する
ために、保健推進員制度の普及・啓発を行います。

■地域健康推進事業

第9期保健推進員　93名（5４/57自治組織）から選出。
保健推進員の活動について普及・啓発のために、市報に保健推進員の活動を紹介しました。

保健推進員の任期満了に伴い、新たに保健推進員を依頼。新たな保健推進員の確保や、活動内容の引
継ぎ等の支援を行い。保健推進員と協力し、健康づくりの支援や保健推進員制度の普及・啓発に努め
ます。

指標／目標
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№
施策名/担当部
署

学校給食課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

給食時間やＰＴＡ試食
会を活用した調理員・
栄養士の学校訪問実施
校数

13校 1６校 ０校 19校 19校

食育実施施設数（保育
所（園））

2８か所 2８か所 2８か所 2８か所 28か所

３歳児対象の乳幼児健
康診査における集団食
育指導の実施割合

99% 100% 0% 100% 100%

栄養教諭等による出前
授業の実施校数

14校 １９校 ８校 19校 19校

№
施策名/担当部
署

保育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

好ましい食習慣の啓発・学習機会の充実

104
－１

栄養教諭が中心となり、食に関する指導計画を作成し、学校の授業を通して食育指導を実施します。
また、心身を健全に育成させるため、適切な食事のとり方や望ましい食習慣を定着させるとともに、
乳幼児健康診査や妊婦教室などの各種教室において食育を推進します。

■なの花学校給食センター管理運営事業
■あおぞら学校給食センター管理運営事業
■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業
■元気・健康づくり推進事業
■乳幼児健康診査事業
■母子健康教育・相談事業
■地域健康推進事業
■教育支援事業

食育計画に基づき、年齢にあった目標の達成に向け、指導し、望ましい食習慣の定着に努めました。
公立保育所では、給食に関する保護者からのアンケートを取るほか、離乳食指導のために栄養士が定
期的に様子を見に行き、子どもの発達に合わせた指導に努めました。

食育計画を作成し、食育指導を実施します。

好ましい食習慣の啓発・学習機会の充実

104

栄養教諭が中心となり、食に関する指導計画を作成し、学校の授業を通して食育指導を実施します。
また、心身を健全に育成させるため、適切な食事のとり方や望ましい食習慣を定着させるとともに、
乳幼児健康診査や妊婦教室などの各種教室において食育を推進します。

■なの花学校給食センター管理運営事業
■あおぞら学校給食センター管理運営事業
■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業
■元気・健康づくり推進事業
■乳幼児健康診査事業
■母子健康教育・相談事業
■地域健康推進事業
■教育支援事業

栄養教諭の学校訪問は、コロナウイルス感染症拡大予防のため縮小せざるを得ませんでした。

毎月配付する献立表への掲載や校内放送を通した食習慣の啓発を継続するとともに、コロナウイルス
感染症拡大予防対策を工夫しながら栄養教諭による食育指導を進めていきます。

指標／目標
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№
施策名/担当部
署

保健センター

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

学校教育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

好ましい食習慣の啓発・学習機会の充実

104
－３

栄養教諭が中心となり、食に関する指導計画を作成し、学校の授業を通して食育指導を実施します。
また、心身を健全に育成させるため、適切な食事のとり方や望ましい食習慣を定着させるとともに、
乳幼児健康診査や妊婦教室などの各種教室において食育を推進します。

■なの花学校給食センター管理運営事業
■あおぞら学校給食センター管理運営事業
■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業
■元気・健康づくり推進事業
■乳幼児健康診査事業
■母子健康教育・相談事業
■地域健康推進事業
■教育支援事業

新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を講じながら、栄養教諭の出前授業をできる限り実施しま
した。

新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を講じながら、栄養教諭の出前授業をできる限り実施しま
す。

好ましい食習慣の啓発・学習機会の充実

104
－２

栄養教諭が中心となり、食に関する指導計画を作成し、学校の授業を通して食育指導を実施します。
また、心身を健全に育成させるため、適切な食事のとり方や望ましい食習慣を定着させるとともに、
乳幼児健康診査や妊婦教室などの各種教室において食育を推進します。

■なの花学校給食センター管理運営事業
■あおぞら学校給食センター管理運営事業
■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業
■元気・健康づくり推進事業
■乳幼児健康診査事業
■母子健康教育・相談事業
■地域健康推進事業
■教育支援事業

乳幼児健康診査、相談における栄養指導、相談：個別相談807人、集団指導は新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため中止。
教育：離乳食づくり講座　年3回開催、20人　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、計７回中
止。
パパママセミナーにおける食育指導：23人

平成30年9月に策定されたふじみ野元気・健康プランに含まれる第1次食育推進計画をもとに、健康
づくり計画との一体的な取り組みにより食育を推進してきました。これまで、乳幼児健康診査やパパ
ママセミナー等の各種教室などにおいて、集団および個別の食育指導に取り組んできましたが、新型
コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、集団指導の中止と各種教室の実施回数の減少が課題となっ
ています。今後は集団指導に代わる食育の充実を図るほか、新たな方法として動画やオンラインの活
用を検討していきます。また、栄養士庁内連絡会議において、「食育ノート」の保育所や小学校での
活用方法を引き続き検討していきます。
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№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

ジョブスポット利用に
よる就職割合

82% 85% 78% 82% 100%

№
施策名/担当部
署

市民総合相談
室

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

福祉課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

ひとり親家庭に対する相談体制の充実

105
－２

ひとり親が抱える様々な問題と解決に向けた支援のために、相談体制の充実を図るとともに、民生委
員・児童委員との連携体制を充実します。

■ひとり親家庭等資金支援事業
■市民相談事業
■民生委員・児童委員事務
■生活保護受給者等就労自立促進事業

地域の身近な相談相手として、民生委員・児童委員のＰＲリーフレットの全戸配布を行いました。
また、例年「おおい祭り」「産業まつり」時にもＰＲ活動を行っていましたが、令和2年度はイベン
ト自体が中止となったことに伴い、ＰＲ活動を行うことができませんでした。

コロナ禍の活動となりますが、ＰＲリーフレットの全戸配布を実施します。

ひとり親家庭に対する相談体制の充実

105
－１

ひとり親が抱える様々な問題と解決に向けた支援のために、相談体制の充実を図るとともに、民生委
員・児童委員との連携体制を充実します。

■ひとり親家庭等資金支援事業
■市民相談事業
■民生委員・児童委員事務
■生活保護受給者等就労自立促進事業

法律相談や女性相談等で相談を受け、必要な場合は関係課へつなぎました。

各種相談で相談を受け、必要な場合は関係課へつなぎ、相談者を支援します。

ひとり親家庭に対する相談体制の充実

105

ひとり親が抱える様々な問題と解決に向けた支援のために、相談体制の充実を図るとともに、民生委
員・児童委員との連携体制を充実します。

■ひとり親家庭等資金支援事業
■市民相談事業
■民生委員・児童委員事務
■生活保護受給者等就労自立促進事業

市民総合相談室や福祉総合支援チームなど庁内関係各課だけでなく、西部福祉事務所やジョブスポッ
トと連携し、相談者の生活状況の聞き取りを行うことで、ニーズにあった適切な支援機関の紹介を行
いました。

庁内関係各課だけでなく、西部福祉事務所やジョブスポットなどと連携し、児童扶養手当現況届等に
より相談者の生活状況の聞き取りを行い、ニーズにあった適切な支援機関の紹介を行います。また、
ひとり親が抱える様々な問題の解決に向けて、更なる支援体制の充実に努めます。

指標／目標
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№
施策名/担当部
署

福祉総合支援
チーム

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

障がい福祉課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

相談支援専門員（市内
事業所）の数

８人／年 ９人／年 １２人／年 １６人／年 10人／年

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

発育・発達相談件数 28３件／年 300件／年 462件／年 300件／年 300件／年

児童発育・発達支援センター事業の実施

107

発育・発達に心配のある児童の発育・発達相談、通園事業、巡回相談など専門的な療育支援、相談支
援を実施します。また、発達が気になる児童が地域でともに育ち、安心して生活できるよう総合的な
支援を実施します。

■児童発育・発達支援センター事業

発育・発達相談件数については、乳幼児健診及び児童の所属先から保護者への提案等を含め、言葉の遅れに関す
る相談件数が多く、結果センターにおける一般相談の増加と併せ、専門療育相談及び発達相談の件数増加がみら
れました。

令和4年度に児童発育・発達支援センターを公設化し、センターとしての基幹的機能の強化を図ります。また、
市直営による専門職を配置し、現在より一層専門性を強化した相談支援体制を構築します。

指標／目標

障がい者相談支援体制の充実

106

障がい児（者）やその家族等からの相談に応じ、必要な情報の提供及び助言、福祉サービスの利用援
助等を支援するとともに、虐待防止等の権利擁護のために必要な支援を行います。

■障がい者相談支援事業

相談支援センターでの相談支援件数：1件（児童のみ）
【参考】障がい者（18歳以上）：136件

障がい児（者）やその家族等からの相談に応じ、必要な情報の提供及び助言、福祉サービスの利用援
助等を支援するとともに、虐待防止等の権利擁護のために必要な支援を行います。

指標／目標

ひとり親家庭に対する相談体制の充実

105
－３

ひとり親が抱える様々な問題と解決に向けた支援のために、相談体制の充実を図るとともに、民生委
員・児童委員との連携体制を充実します。

■ひとり親家庭等資金支援事業
■市民相談事業
■民生委員・児童委員事務
■生活保護受給者等就労自立促進事業

ジョブスポットふじみ野の就職支援ナビゲーターと連携し、ひとり親家庭の保護者に就労支援を行い
ました。また、ふじみ野市民生委員児童委員協議会において、「生活困窮者支援に係る相談体制」に
ついて説明し、すべての民生・児童委員へ総合相談体制についての周知を図りました。

支援が届きにくいひとり親世帯に対し、福祉総合支援チーム等との連携により、就労や活用できる支
援を案内し、支援を要する世帯や子どもを支援につなぎます。
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№
施策名/担当部
署

障がい福祉課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

子ども・子育て連携会
議の開催数

１回／年 3回／年 １回／年 ４回／年 ４回／年

№
施策名/担当部
署

障がい福祉課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

保健センター

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

児童発育・発達支援ネットワークの確立

108
－２

発育・発達に課題を抱える子どもについて、子育て支援課、障がい福祉課、保健センター、学校教育
課などの機関で構成する会議を開催し、支援体制による連携を強化します。

■児童発育・発達支援センター事業
■母子健康教育・相談事業
■教育支援事業
■教育相談事業

発育・発達に課題を抱える子どもについて、関係各課と連携を図ることができました。

発育・発達に課題を抱える子どもについて、引き続き関係各課と連携を密にとり、支援体制を強化し
ます。

児童発育・発達支援ネットワークの確立

108
－１

発育・発達に課題を抱える子どもについて、子育て支援課、障がい福祉課、保健センター、学校教育
課などの機関で構成する会議を開催し、支援体制による連携を強化します。

■児童発育・発達支援センター事業
■母子健康教育・相談事業
■教育支援事業
■教育相談事業

乳幼児の集団健診にて発育・発達に心配のある子どもを児童発育・発達支援センターに繋いだ他、市
内障害児通所事業所の受入状況などの情報を共有しました。

発育・発達に課題を抱える子どもについて、関係各課で連携いたします。

児童発育・発達支援ネットワークの確立

108

発育・発達に課題を抱える子どもについて、子育て支援課、障がい福祉課、保健センター、学校教育
課などの機関で構成する会議を開催し、支援体制による連携を強化します。

■児童発育・発達支援センター事業
■母子健康教育・相談事業
■教育支援事業
■教育相談事業

令和２年度は新型コロナウイルス感染拡大等に伴い、会議を１回のみ開催しました。会議の内容は、令和４年度
の児童発育・発達支援センターの公設化に向けた工程及び児童発育・発達支援センター運営審議会の役割等につ
いて説明し、今後の市の児童発育・発達支援体制構築について協議を行いました。

児童発育・発達支援センターについて、令和４年度より公設化することに伴い、同会議の構成員から
の意見及び令和４年度以降の同会議のあり方について検討してまいります。

指標／目標

児童発育・発達支援センター事業の実施

107
－１

発育・発達に心配のある児童の発育・発達相談、通園事業、巡回相談など専門的な療育支援、相談支
援を実施します。また、発達が気になる児童が地域でともに育ち、安心して生活できるよう総合的な
支援を実施します。

■児童発育・発達支援センター事業

障がい福祉課での相談支援件数：138件（児童のみ）
相談支援センターでの相談支援件数：1件（児童のみ）

発育・発達に心配のある児童のための相談窓口として総合的な支援を実施します。
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№
施策名/担当部
署

学校教育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

保育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

障がい児保育実施施設
数

８か所 ８か所 11か所 11か所 10か所

放課後児童クラブ障が
い児担当支援員研修受
講者数

１０人／年 １０人／年 ２１人／年 ２５人／年 10人／年

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

保育所（園）・幼稚園・放課後児童クラブにおける障がい児の受け入れ体制の充実

109
－１

保育所（園）・幼稚園・放課後児童クラブにおいて、保育を必要とする障がい児の受け入れのための
職員体制や研修の充実に努めます。また、障がい児保育を行う私立の保育施設を支援します。

■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業
■放課後児童クラブ管理運営事業

放課後児童クラブでは、３４人の障がい児童を受け入れ、２１人の障がい加配職員を配置しました。
障がい児とのかかわり方なども類型に応じた各種研修の受講をしています。

放課後児童クラブでは、障がい児の受け入れに伴い、適切な人数の障がい加配職員を配置すると共
に、各種研修を受講することで、障がい児受け入れ体制の充実に努めました。

保育所（園）・幼稚園・放課後児童クラブにおける障がい児の受け入れ体制の充実

109

保育所（園）・幼稚園・放課後児童クラブにおいて、保育を必要とする障がい児の受け入れのための
職員体制や研修の充実に努めます。また、障がい児保育を行う私立の保育施設を支援します。

■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業
■放課後児童クラブ管理運営事業

公立保育所では職員の配置を調整し、私立保育所では県や市の補助金を利用し、受け入れを実施しま
した。公立5人（3施設）私立19人（8施設）受け入れました。

職員配置の調整や補助金を利用し、障害児童の受け入れを実施します。

指標／目標

児童発育・発達支援ネットワークの確立

108
－３

発育・発達に課題を抱える子どもについて、子育て支援課、障がい福祉課、保健センター、学校教育
課などの機関で構成する会議を開催し、支援体制による連携を強化します。

■児童発育・発達支援センター事業
■母子健康教育・相談事業
■教育支援事業
■教育相談事業

発育・発達に課題を抱える子どもについて、関係各課と連携を図ることができました。

発育・発達に課題を抱える子どもについて、引き続き関係各課と連携を密にとり、支援体制を強化し
ます。
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№
施策名/担当部
署

障がい福祉課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

日中一時支援事業登録
団体数

2２団体 2３団体 １８団体 2３団体 25団体

№
施策名/担当部
署

障がい福祉課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

基幹相談支援センター
設置か所数

0か所 0か所 0か所 １か所 1か所

№
施策名/担当部
署

保健センター

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

おひさまの会の開催回
数

9回 ４回 0回 6回 10回／年

障がいのある児童をもつ親子を対象とした子育て支援

112

おひさまの会において、ダウン症のお子さんとその保護者の交流する場を提供し、親同士の仲間づく
りや情報交換、子育て相談などを行います。

■母子健康教育・相談事業

新型コロナウイルス感染予防のため令和2年度は中止となりました。

令和3年度は7月に1回実施しましたが、コロナ禍での実施方法を考えていく必要があります。対象者
のニーズに合った場の提供、方法を考えていきます。

指標／目標

障がい児在宅福祉サービスの充実

111

補装具や日常生活用具の支給及び居宅介護サービス、移動支援の充実に努めるとともに、在宅心身障
がい児の介護者に対し、相談支援体制の強化を図ります。また、介護者からのニーズの多様化に対応
するため、事業所の育成に努めます。

■障がい者福祉サービス事務
■障がい者地域生活支援事業

補装具：39件　6,798,742円　　日常生活用具：158件　1,535,800円
移動支援事業：356件　2,469,540円（すべて児童のみ）

引き続き、補装具や日常生活用具の支給及び居宅介護サービス、移動支援の充実に努めるとともに、
在宅心身障がい児の介護者に対し、相談支援体制の強化を図ります。また、介護者からのニーズの多
様化に対応するため、事業所の育成に努めます。

指標／目標

障がい児一時預かりの充実

110

障がい児の日中における活動の場を確保し、障がい児家族等の一時的な休息を図るために、日中一時
支援や短期入所の利用ができるよう事業所との連携を強化します。

■障がい者福祉サービス事務
■障がい者地域生活支援事業

令和２年度日中一時支援事業実績：２名　５６，０００円

引き続き、障がい児の日中における活動の場を確保し、障がい児家族等の一時的な休息を図るため
に、日中一時支援や短期入所の利用ができるよう事業所との連携を強化します。

指標／目標
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№
施策名/担当部
署

障がい福祉課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

重症心身障がい児を支
援する市内の障がい児
通所施設数

３か所 ４か所 ３か所 ４か所 ４か所

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

要保護児童対策地域協
議会における個別ケー
ス検討会議実施回数

66回／年 70回／年 34回／年 70回／年 70回／年

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

児童虐待防止キャン
ペーン等による普及・
啓発活動実施回数

２回／年 ３回／年 １回／年 3回／年 ３回／年

児童虐待防止の普及・啓発

115

地域ぐるみで児童虐待の防止に取り組めるよう、市民に向けた普及・啓発活動を行います。

■児童福祉支援事務

毎年11月の児童虐待防止月間にあわせ児童虐待防止に係る啓発内容について市報に記事を掲載し、
厚生労働省が作成した児童虐待防止ポスターを市内児童関係機関へ送付しました。昨年度実施した東
入間警察署とふじみ野駅前での児童虐待防止リーフレット配布については、新型コロナウイルス感染
拡大防止の観点から中止となりました。

市内の児童虐待件数は年々増加傾向にあるため、市民の児童虐待防止に関する理解促進を図るため、
継続して市民に向けた普及・啓発活動を実施します。

指標／目標

要保護児童対策地域協議会※3の充実

114

要保護児童対策地域協議会における個別ケース検討会議を積極的に開催し、関係機関にて連携した支
援体制を強化します。

■児童福祉支援事務

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、個別ケース検討会議の開催については昨年度と比較し
減少しました。しかし、要保護児童対策のため情報共有は必要であることから、児童関係機関におい
て電話及びシステムを活用し情報共有に努めました。

新型コロナウイルス感染拡大の影響による生活様式の変化から、児童虐待件数の増加及び養護相談(育
児疲れ、不安)の件数が増加傾向にあるため、集合した個別ケース検討会議の手法を見直し、Web等
を活用した情報連携体制を検討してまいります。

指標／目標

医療的ケア児に対する支援の充実

113

日常的に医療的ケアを必要とする障がい児が身近な地域で支援を受けられるよう、関係機関との協議
の場を設け、サービスの提供体制を確保します。また、特別支援学校及び在宅に看護師を派遣する場
合の費用の一部を助成することで保護者負担を軽減します。

■障がい者福祉サービス事務

在宅派遣：9件

地域自立支援協議会・子ども部会を協議の場として活用し、医療的ケア児に対する支援の在り方を検
討します。

指標／目標
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№
施策名/担当部
署

福祉課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

情報共有会議開催回数 11回／年 12回／年 9回／年 12回／年 12回／年

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

通報があった際の安全
確認実施割合

100% 100% 100% 100% 100%

妊娠届出時において、
安心して出産できる環
境等の状況把握割合

100% 100% 100% 100% 100%

№
施策名/担当部
署

障がい福祉課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

児童虐待の防止と早期発見・対応

117
－１

子どもの身体の観察、不登校児童の家庭訪問、教育相談室などとの連携により、虐待の防止、早期発
見・対応に努めます。また、子ども家庭総合支援拠点を中心として、児童に関連する機関への養育相
談及び児童が自ら相談ができる体制を構築します。

■児童福祉支援事務
■母子健康教育・相談事業
■母子保健包括支援事業
■乳幼児健康診査事業
■教育支援事業
■教育相談事業

障がい福祉課での虐待に関する相談・通報：１件
（令和３年３月３０日に通報有り。翌年度の令和３年４月２日に対応）

関係機関との連携により、虐待の防止、早期発見・対応に努めます。また、子ども家庭総合支援拠点
を中心として、児童に関連する機関への養育相談及び児童が自ら相談ができる体制を構築します。

児童虐待の防止と早期発見・対応

117

子どもの身体の観察、不登校児童の家庭訪問、教育相談室などとの連携により、虐待の防止、早期発
見・対応に努めます。また、子ども家庭総合支援拠点を中心として、児童に関連する機関への養育相
談及び児童が自ら相談ができる体制を構築します。

■児童福祉支援事務
■母子健康教育・相談事業
■母子保健包括支援事業
■乳幼児健康診査事業
■教育支援事業
■教育相談事業

児童虐待通報件数は180件あり、昨年度と比較して31件増加しましたが、児童虐待防止の観点か
ら、児童関係機関との協働的支援を実施し、児童虐待の早期発見及び防止に努めました。

児童虐待件数は年々増加傾向にあるため、継続して児童関係機関との連携を強化し、養護相談及び児
童が自ら相談できる体制を構築します。

指標／目標

児童委員等による相談・支援活動の充実

116

民生委員・児童委員や主任児童委員などの相談・支援活動の充実や見守りを強化するとともに、定例
会等を通して関係機関と十分連携した支援活動を行います。

■民生委員・児童委員事務

新型コロナウイルス感染対策を講じ無理のない範囲で、相談・支援活動や見守り活動を行いました。
5地区の民生委員児童委員協議会定例会を月１回開催し、委員同士で情報交換を行いました。また、
研修等の機会を通し、関係機関との連携に努めました。（４月～６月は資料受領会）

感染対策を十分に講じたうえで地域での相談・支援活動及び地区定例会を開催します。

指標／目標
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№
施策名/担当部
署

保健センター

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

学校教育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

里親リーフレット配布
か所

10か所 27か所 15か所 27か所 27か所

里親制度の普及

118

児童相談所を中心として実施する「里親入門講座」の案内、周知等を実施し、里親に関する情報提供
及び普及促進を行います。

■児童福祉支援事務

毎年10月の里親推進月間にあわせて、市報10月号に里親制度についての記事を掲載しました。な
お、児童相談所の里親推進担当が行う「里親入門講座」については、新型コロナウイルス感染拡大の
影響により中止となりました。また厚生労働省が作成した里親普及ポスターやリーフレットを児童関
係機関へ配布し、普及啓発に努めました。

10月の里親推進月間については、厚生労働省が作成した里親普及ポスターやリーフレットを児童関
係機関へ配布し、普及啓発に努めます。「里親入門講座」の開催については、新型コロナの感染状況
を考慮し、検討します。

指標／目標

児童虐待の防止と早期発見・対応

117
－３

子どもの身体の観察、不登校児童の家庭訪問、教育相談室などとの連携により、虐待の防止、早期発
見・対応に努めます。また、子ども家庭総合支援拠点を中心として、児童に関連する機関への養育相
談及び児童が自ら相談ができる体制を構築します。

■児童福祉支援事務
■母子健康教育・相談事業
■母子保健包括支援事業
■乳幼児健康診査事業
■教育支援事業
■教育相談事業

校長会等で児童虐待防止を取り上げ、早期発見した際の対応や校内の体制を確立するよう周知しまし
た。

校長会等で引き続き、児童虐待防止を取り上げるとともに、国や県の通知を漏れなく周知し、児童生
徒の安心と安全の確保に努めます。

児童虐待の防止と早期発見・対応

117
－２

子どもの身体の観察、不登校児童の家庭訪問、教育相談室などとの連携により、虐待の防止、早期発
見・対応に努めます。また、子ども家庭総合支援拠点を中心として、児童に関連する機関への養育相
談及び児童が自ら相談ができる体制を構築します。

■児童福祉支援事務
■母子健康教育・相談事業
■母子保健包括支援事業
■乳幼児健康診査事業
■教育支援事業
■教育相談事業

関係機関と連携を図りながら、家庭訪問等により早期に児の安全確認を行い、虐待の防止に努めまし
た。

今後も関係機関との連携体制を強化し、虐待の防止に努めます。
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№
施策名/担当部
署

市民総合相談
室

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

男女共同参画啓発事業
への参加人数

150人／年 300人／年 55人／年 300人／年 300人／年

№
施策名/担当部
署

産業振興課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

ふるさとハローワーク
紹介件数

1,973件／年 2,430件／年 2,247件／年 2,450件／年 2,500件／年

№
施策名/担当部
署

人事課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

ワーク・ライフ・バラン
スが市役所内で浸透して
きていると思う職員の割
合（庁内アンケートよ
り）

未実施 未実施 58.86% 80% 80%

ワーク・ライフ・バランスの普及及び啓発

121

仕事と生活の調和をめざすために、各種情報ツールを活用し、より幅広い層にワーク・ライフ・バラ
ンスの普及及び啓発を行うとともに、企業の子育てに対する理解と協力を求めます。

■労働推進事業

イントラにより年2回各種制度の周知を実施しました。
ワーク・ライフ・バランスデー（水曜日）に庁内放送やイントラにより定時退庁の周知を実施しまし
た。
勤務時間を1時間前倒しする「朝型勤務（あさ活）」を通年実施しました。
プレミアムフライデー（月末金曜日）にイントラにより午後3時退庁の周知を実施しました。

引き続き周知と啓発を実施することで、ワーク・ライフ・バランスの普及を進めます。

指標／目標

雇用情報の提供

120

ふるさとハローワークの体制を強化するとともに、求人情報提供端末や窓口での閲覧により、情報提
供を行います。

■労働推進事業

市内外の求職者へ求人提供、あっせんを行いました。

新型コロナウイルス感染症の長期化で不況になると求職者も増える可能性があるため、より一層の周
知を行い支援を図る必要があります。

指標／目標

男女共同参画意識の高揚

119

男女共同参画の意識の浸透に向け、あらゆる機会を通じて市民に働きかける啓発活動を行います。

■男女共同参画推進事業

男女共同参画のまちづくり委託事業を実施した他、男女共同参画情報誌「燦」№25号の発行（市報3
月号）や、男女共同参画週間に合わせた図書館でのテーマ展示を実施しました。

男女共同参画社会を実現するため、引き続きふじみ野市男女共同参画基本計画に基づき施策の進行管
理を行い、委託事業や情報誌発行、パネル展や図書館でのテーマ展示等の事業を通じて、男女共同参
画に対する意識啓発に努めます。

指標／目標

56



№
施策名/担当部
署

産業振興課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

人事課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

育児関連制度等の職員
周知割合（庁内アン
ケートより）

71.82% 80% 71.08% 80% 80%

№
施策名/担当部
署

産業振興課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

育児休業・看護休暇制度等の周知及び啓発

122-
1

働きながら子育てをしていくために育児休業や看護休暇制度などを周知し、子育てしやすい就労環境
の実現に向け、商工会や事業主に対して理解と協力を求めます。

■人材育成事業
■労働推進事業

埼玉県産業労働部及び埼玉県労働局からの情報を提供し、子育てしやすい就労環境の実現に向けた支
援を行いました。（ガイドブックの配布など）

男性の育児休業取得を促進するために提案された改正育児・介護休業法が制定されたため、今後の動
向を注視し、制度を広く周知していく必要があります。

育児休業・看護休暇制度等の周知及び啓発

122

働きながら子育てをしていくために育児休業や看護休暇制度などを周知し、子育てしやすい就労環境
の実現に向け、商工会や事業主に対して理解と協力を求めます。

■人材育成事業
■労働推進事業

育児休業等取得予定者等に対し、各休暇制度を個別説明しました。

上記以外の職員への周知を実施することで、理解と協力のある就労環境づくりを進めます。

指標／目標

ワーク・ライフ・バランスの普及及び啓発

121-
1

仕事と生活の調和をめざすために、各種情報ツールを活用し、より幅広い層にワーク・ライフ・バラ
ンスの普及及び啓発を行うとともに、企業の子育てに対する理解と協力を求めます。

■労働推進事業

県からの情報をチラシやポスターなどで企業や多くの労働者に周知しました。

県からの情報を各種情報ツールを活用し、広く周知していく必要があります。
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№
施策名/担当部
署

産業振興課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

女性再就職支援セミ
ナー参加者数

７人／年 12人／年 13人／年 20人／年 20人／年

№
施策名/担当部
署

保育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

土曜行事回数（市立） 2回/年 12人／年 2回/年 2回/年 ８回／年

保護者間交流、情報交
換会実施園（私立）

６園 ６園 ６園 ６園 12園

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

ファミリー・サポー
ト・センター提供会員
及び両方会員数

277名/年 290名/年 280名/年 290名/年 330人／年

地域人材の有効活用と育成

125

地域の人材を活用したファミリー・サポート・センター事業や社会福祉協議会による相互援助事業を
通して人材を育成するとともに、子育て家庭を地域ぐるみで応援します。

■児童センター管理運営事業

年2回の基礎講座　保健師や保育士による講座を開催しました。（受講者12名）
また、普通救命講習3を実施しました。（受講者11名）

活動がない会員へ再開にむけ「サポートタイム」事業を月2回実施します。

指標／目標

働く親の交流の促進

124

懇談会などを通じて子育て支援に関する情報交換を行うとともに、働く親が集まりやすい日時に合わ
せ交流会を開催し、子育てに関する情報や子育てに役立つ知識を取得する場を創出します。

■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業

新型コロナウイルス感染症により実施を見送った行事もありましたが、参加者規制や内容縮小等の感
染対策を講じながら、運動会や生活発表会等の一部の行事を実施しました。

新型コロナウイルス感染症対策を講じ、状況を見ながら実施を検討します。

指標／目標

再就職への支援

123

出産や育児休業により仕事を中断し、その後再就職を希望している人に対し、セミナーなどを開催す
るとともに、ホームページ、ＳＮＳ、市報などの媒体を用いて情報提供を行い、再雇用制度を普及・
啓発します。

■労働推進事業

県との共催事業として女性向けに就職活動セミナー及び個別相談を実施し、再就職にむけた就労支援
を行いました。（テーマ：求人の見方・探し方のコツ）

県との共催事業として女性向けに就職活動セミナー及び個別相談を実施し、再就職にむけた就労支援
を行います。（テーマ：職種を知ろう～事務職編～）

指標／目標
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№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

会員募集の説明会回数 1回／年 2回／年 １回／年 １回／年 ５回／年

№
施策名/担当部
署

保育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

一時預かり実施施設数 6か所 9か所 9か所 10か所 ９か所

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

一時預かりの充実（再掲）

127-
1

保護者が、仕事や病気などで一時的・緊急的に保育できなくなった場合や育児疲れの解消などを図る
ために、保育所等で一時預かりを行います。

■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業
■子育てふれあい広場運営事業

子育てふれあい広場において、一時預かりを実施しました。令和２年度利用延べ人数　５９６人。

新型コロナウイルス感染予防対策を講じながら、育児疲れの解消などにつながるよう、一時預かりの
事業を実施します。

一時預かりの充実（再掲）

127

保護者が、仕事や病気などで一時的・緊急的に保育できなくなった場合や育児疲れの解消などを図る
ために、保育所等で一時預かりを行います。

■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業
■子育てふれあい広場運営事業

公立2か所、私立4か所、認定こども園2か所、子育てふれあい広場1か所で一時預かり保育を実施
し、保護者のニーズに合わせ適切な預かりサービスを提供しました。

保育士不足が続き、一時預かり保育事業を実施する施設が一時的に減少していますが、保護者のニー
ズに合わせた適切な預かりサービスを提供します。

指標／目標

ファミリー・サポート・センターの充実

126

利用しやすい充実した環境づくりに向けて、提供会員の増加を促すため、活動内容を周知し、市報や
ホームページ等でＰＲ活動を行います。

■児童センター管理運営事業

シルバー人材センターへ提供会員募集のチラシを配布しました。またホームページで提供会員募集を
掲載しました。

市報やホームページ、来館される保護者へ提供会員募集について周知をしていきます。

指標／目標

59



№
施策名/担当部
署

建築課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

ユニバーサルデザイン
を取り入れた子育て支
援施設整備数

１件／年 １件／年 1件／年 1件／年 ２件／年

№
施策名/担当部
署

公園緑地課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

公園緑地課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

老朽化した遊具の入替
実施公園数

２か所／年 ２か所／年 ２か所／年 ２か所／年 ２か所／年

公園環境の整備

129

都市計画マスタープランやみどりの基本計画に基づき、安心して遊ぶことができる公園の環境整備に
取り組みます。また、老朽化した遊具の入替など公園のリニューアルを実施し、子どもが安全に遊ぶ
ことのできる公園環境を整備します。

■公園緑地管理事業

ふじみ野市運動公園の子ども広場、西中央公園のミスト施設、清見第１公園のすべり台、赤土原公園
の砂場、及びココネ広場のベンチ等の整備を実施しました。

西ノ原中央公園の大型複合遊具のリニューアル、ふじみ野市運動公園及びふじみ野市第２運動公園の
防球ネット等の整備、また、各公園における老朽化した遊具等の入替を実施していきます。

指標／目標

子育てにやさしいユニバーサルデザインの推進

128-
1

子育て支援施設の整備において、子どもと一緒に安心して利用できるよう配慮するとともに、誰に
とっても使いやすいユニバーサルデザインを推進します。

■建築営繕事務
■公園緑地管理事業

西中央公園更新整備工事において、ユニバーサルデザイン製品を使用した出入口の整備を実施しまし
た。

施設の整備等を行う際は、引き続きユニバーサルデザインを取り入れた整備を計画し、利用しやすい
施設整備を実施していきます。

子育てにやさしいユニバーサルデザインの推進

128

子育て支援施設の整備において、子どもと一緒に安心して利用できるよう配慮するとともに、誰に
とっても使いやすいユニバーサルデザインを推進します。

■建築営繕事務
■公園緑地管理事業

子育て支援施設について、手すり、スロープ設置や引き戸の採用など使いやすい施設の整備を推進し
ました。
【令和２年度実績】
・鶴ケ丘放課後児童クラブ建設工事

子育て支援施設の新築工事において埼玉県福祉のまちづくり条例等の整備基準を遵守するとともに、
引き戸の採用など使いやすい施設整備を推進します。
【令和３年度】
・大井放課後児童クラブ建設工事

指標／目標
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№
施策名/担当部
署

文化・スポー
ツ振興課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

アウトリーチ事業を体
験した児童生徒数

690人／年
（小学生）
0人／年
（中学生）

518人／年
（小学生）
161人／年
（中学生）

実施なし
（小学生）
50人／年
（中学生）

200人／年
（小学生）
200人／年
（中学生）

830人／年
（小学生）
490人／年
（中学生）

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

こどもにやさしいまち
づくり条例（仮称）の
制定

検討中 検討中 検討中 検討中 条例制定済

こどもにやさしいまちづくり条例（仮称）の検討

131
（新
規）

社会情勢の変化による子育て環境の変化や子どもの体力・運動機能低下などの課題に対応するため、
子どもたちの確かな成長を市全体で見守ることができるよう、「こどもにやさしいまちづくり条例
（仮称）」の制度を検討します。

■子ども・子育て支援対策事業

令和2年度は、子どもたちとの協働事業ワークショップが予定されていましたが、新型コロナウイルス感染症の
影響により、代替の取組として各小中学校などへ出向き、ご意見を伺うなどの取組を実施しました。また、多く
の子どもたちの「生の声」を聞くために実施したアンケート調査内容などを踏まえ、庁内関係各課の職員で構成
する庁内検討委員会と有識者や関係団体、市民公募委員などで組織する外部の策定委員会との両輪において本格
的な検討に入りました。

令和２年度に引き続き、庁内関係各課の職員で構成する庁内検討委員会と有識者や関係団体、市民公募委員など
で組織する外部の策定委員会において条例案を検討するとともに、１１月にパブリックコメントを実施し、令和
３年度中にの条例制定を目指します。

指標／目標

文化芸術活動の推進

130
（新
規）

子どもの多様な価値観や創造力、表現力を育成するため、アートフェスタやアウトリーチ事業など
様々な文化芸術事業の推進を図ります。

■文化振興事業

新型コロナウイルス感染症の影響で、アートフェスタふじみ野はオンライン配信で開催しました。ア
ウトリーチ事業は、動画配信で技術指導の要請を受けた大井中学校、花の木中学校に講師を派遣しま
した。

新型コロナウィルスの感染状況を見ながら、派遣先等と感染対策の検討を行い実施してまいります。

指標／目標
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№
施策名/担当部
署

環境課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

路上喫煙及びポイ捨て
防止キャンペーン実施
回数

２回／年 ２回／年 0 回／年 ２回／年 ２回／年

奉仕活動として公園等
の清掃活動を
実施する「公園等愛護
会」の団体数

42団体 42団体 ４１団体 ４２団体 42団体

清掃美化活動 ２回／年 ２回／年 ２回／年 ３回／年 ３回／年

№
施策名/担当部
署

公園緑地課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

道路課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

環境美化の推進

132-
2

地域住民が参加して道路・公園などの清掃を行い、美しい環境が次世代に引き継がれるように美化活
動を推進します。また、民間団体等との連携により、公共空間などの環境美化の推進に努め、啓発活
動を推進します。

■環境基本計画・地球温暖化対策推進事業
■公園緑地管理事業
■河川敷地等管理団体制度推進事業

新型コロナウイルス拡大防止の観点から、新河岸川沿いの清掃活動につきましては、６月は中止、１
１月と３月は規模を縮小して、実施しました。

引き続き、新河岸川沿いの清掃活動の支援等を実施してまいります。
また、管理団体が清掃したごみの回収等を行ってまいります。

環境美化の推進

132-
1

地域住民が参加して道路・公園などの清掃を行い、美しい環境が次世代に引き継がれるように美化活
動を推進します。また、民間団体等との連携により、公共空間などの環境美化の推進に努め、啓発活
動を推進します。

■環境基本計画・地球温暖化対策推進事業
■公園緑地管理事業
■河川敷地等管理団体制度推進事業

公園等愛護会４１団体に対し、活動を支援するための清掃用具の配布や、団体へアンケートを実施す
ることによりニーズの把握を実施しました。

引き続き団体への支援やニーズの把握、及び団体数を増やしていけるようＰＲしていきます。

環境美化の推進

132

地域住民が参加して道路・公園などの清掃を行い、美しい環境が次世代に引き継がれるように美化活
動を推進します。また、民間団体等との連携により、公共空間などの環境美化の推進に努め、啓発活
動を推進します。

■環境基本計画・地球温暖化対策推進事業
■公園緑地管理事業
■河川敷地等管理団体制度推進事業

新型コロナウイルスの影響により「路上喫煙及びポイ捨て防止キャンペーン」を１度も実施しません
でした。

今年度は３密を避ける工夫をしつつ、市報等で周知を図り例年どおり年２回実施する予定です（第１
回目は5/12実施済）。

指標／目標
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№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

現況届の提出割合（児
童手当：6月末時点）

76% 82% 81% 82% 85%

市報による制度の周知 １回／年 １回／年 １回／年 １回／年 １回／年

№
施策名/担当部
署

障がい福祉課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

支援が就労に結びつく
件数

３件／年 ３件／年 ４件／年 ４件／年 ５件／年

ひとり親家庭の就労や生活支援

134

就労のための資格取得や職業訓練への助成、就労相談を実施する専門機関の紹介などにより、自立に
向けた支援を行います。また、児童扶養手当や母子・寡婦福祉資金貸付制度を周知し、経済的な自立
を促進します。

■ひとり親家庭等資金支援事業

児童扶養手当現況届出時に自立促進支援制度の概要をまとめたリーフレットを配布するほか、相談時
には生活状況を聞き取り、ニーズに即した制度の案内を行い、制度内容や必要書類について詳細に説
明しました。

就労のための資格取得や職業訓練への助成、専門機関の紹介など、児童扶養手当現況届出時に自立促
進支援制度の概要をまとめたリーフレットを配布します。また相談時には生活状況を聞き取り、ニー
ズに即した制度の案内や必要書類等の説明を行い、引き続き、複雑な制度内容の周知・啓発に努めま
す。

指標／目標

児童手当制度等の普及・啓発

133-
1

子育て家庭の生活の安定のために児童手当・児童扶養手当・特別児童扶養手当などを支給するととも
に、制度の普及に向けた啓発を行います。

■児童手当支給事務
■児童扶養手当支給事務
■障がい者福祉サービス事務

令和２年度末時点特別児童扶養手当受給資格者（支給停止中含む）：170人

引き続き、障がいのある子どもを育てている家庭の生活安定のため、制度の普及に向けた啓発を行い
ます。

児童手当制度等の普及・啓発

133

子育て家庭の生活の安定のために児童手当・児童扶養手当・特別児童扶養手当などを支給するととも
に、制度の普及に向けた啓発を行います。

■児童手当支給事務
■児童扶養手当支給事務
■障がい者福祉サービス事務

【児童手当】市民課・市民総合窓口課・出張所に児童手当等に関するリーフレットの配布を継続して
依頼することで、制度の周知・啓発に努めました。また、未申請の保護者には適宜リーフレットを送
付することで、期限内の申請を促し申請漏れを防ぎました。
【児童扶養手当】市報への掲載や市HP等を活用して、制度概要の周知に努めました。

【児童手当】市民課等の関係各課と連携することにより、リーフレットを配布して制度の周知を行い
ます。また、現況届の提出においては市報への掲載やFメールを配信することで、提出率の向上を目
指します。
【児童扶養手当】市報4月号で支給額の改定、7月号で制度概要、8月号で現況届について掲載し、市
HPを通して受給資格等の詳細な内容を掲載することで、更なる制度の普及や周知・啓発に努めま
す。

指標／目標
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№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

こども医療費受給者証
発行割合

93.5% 100% 93.6% 100% 100%

№
施策名/担当部
署

保育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

保育料軽減児童数 9８人／年 9８人／年 131人/年 131人/年 180人／年

№
施策名/担当部
署

保育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

保育料軽減児童数 3,144人/年 3,144人/年 3167人/年 3167人/年 4,450人／年

幼児教育・保育の無償化による保護者負担の軽減

137

幼児教育・保育施設に通う３～５歳のすべての子どもの保育利用料を無償化することで、保護者負担
を軽減します。

■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業

幼児教育・保育施設に通う３～５歳のすべての子どもの保育利用料を無償化し、保護者負担を軽減し
ました。

幼児教育・保育施設に通う３～５歳のすべての子どもの保育利用料を無償化し、保護者負担を軽減し
ます。

指標／目標

保育所（園）・認定こども園等の保護者負担の軽減

136

保育所（園）・認定こども園等に通園する家庭の第３子以降の子どものうち、０～２歳までの子ども
がいる保護者の負担を軽減します。

■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業

131人を無償化しました。

第３子以降の子どものうち、保育所（園）・認定こども園等に通園する０～２歳までの保育利用料を
無償化します。

指標／目標

こども医療の充実

135

中学３年生までのこども医療費の自己負担分を助成し、保護者の子育てに係る経済負担を軽減しま
す。

■こども医療費支給事業

こども医療費の制度について、市報4月号や市ＨＰに掲載するとともに、市民課や保健センターなど
関係各課所の配布物にリーフレットを同封し、制度の普及・啓発に努めました。また、未申請の保護
者には適宜リーフレットを送付することで、期限内の申請を促し申請漏れを防ぎました。

こども医療費の制度について、市報4月号や市ＨＰに掲載するとともに、関係各課所の配布物にリー
フレットを同封し、継続した制度の普及・啓発、申請漏れ防止に努めます。また、安定的な事業運営
を行うと同時に、ジェネリック薬品への切り替えを周知し、医療費の負担軽減を推進していきます。

指標／目標
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№
施策名/担当部
署

学校教育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

要保護・準要保護児童
生徒数

1,130件/年 1,150件/年 1,081件/年 1,100件/年 1,220件／年

利子補給者数 7人/年 15人/年 18人/年 35人/年 40人／年

№
施策名/担当部
署

教育総務課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

保育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

保育料軽減児童数 412人／年 412人／年 429人/年 429人/年 507人／年

多子世帯への経済的援助

139

保育所（園）・認定こども園・幼稚園に子どもが２人以上通っている家庭の保育料を軽減し、保護者
負担を軽減します。

■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業

2人目保育料軽減対象は293人、3人目以降保育料軽減対象者は131人でした。

保育所（園）・認定こども園・幼稚園に子どもが２人以上通っている家庭の保育利用料を2人目は半
額、3人目以降は無償し、保護者負担を軽減します。

指標／目標

学校教育に関する保護者負担の軽減

138-
1

学校教育に係る就学援助費、就学奨励金の助成及び入学準備金、奨学金の利子補給を行い、保護者負
担を軽減します。

■就学援助事業
■特別支援教育就学奨励費事業
■修学資金利子補給金交付事業

■修学資金利子補給金交付事業
市広報やホームページでの周知や市内公立中学校３年生宛てにチラシを配布、日本政策金融公庫への
チラシの配架などにより制度周知に努めました。

■修学資金利子補給金交付事業
令和４年度から日本学生支援機構の奨学金に対する利子補給が対象となることから、引き続き制度の
周知に努めます。

学校教育に関する保護者負担の軽減

138

学校教育に係る就学援助費、就学奨励金の助成及び入学準備金、奨学金の利子補給を行い、保護者負
担を軽減します。

■就学援助事業
■特別支援教育就学奨励費事業
■修学資金利子補給金交付事業

通常の就学援助制度に加え、新型コロナウイルス感染症の影響等により家計が急変した児童生徒の保
護者に対して必要な援助を行いました。

新型コロナウイルス感染症の影響により就学が困難な家庭への制度の周知徹底を図ります。

指標／目標
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№
施策名/担当部
署

学校教育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

交通安全教室実施校数 19校 19校 １９校 １９校 19校

交通安全指導実施施設
数

13校 13校 0校 13校 21か所

№
施策名/担当部
署

保育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

道路課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

交通安全教育の推進

140-
2

警察、幼稚園、保育所（園）、学校、関係団体などと連携し、交通安全教室を実施します。また、自
転車による事故防止対策として、自転車運転免許制度やヘルメット着用の推奨を行い、交通安全意識
の高揚を図ります。

■教育支援事業
■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業
■交通安全推進事業

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、交通安全教室、自転車運転免許は中止としました。

新型コロナウイルス感染拡大防止対策を実施しながら、交通安全教室の実施してまいります。

交通安全教育の推進

140-
1

警察、幼稚園、保育所（園）、学校、関係団体などと連携し、交通安全教室を実施します。また、自
転車による事故防止対策として、自転車運転免許制度やヘルメット着用の推奨を行い、交通安全意識
の高揚を図ります。

■教育支援事業
■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業
■交通安全推進事業

道路課経由で5歳児へ就学前の交通安全講習として、交通安全母の会の方を講師に呼び、お話や紙芝
居等で自転車の乗り方などの交通安全の啓発を行っていましたが、新型コロナウイルス感染症の為、
実施を見送りました。

新型コロナウイルス感染症を考慮し、交通安全教室等の実施を検討します。

交通安全教育の推進

140

警察、幼稚園、保育所（園）、学校、関係団体などと連携し、交通安全教室を実施します。また、自
転車による事故防止対策として、自転車運転免許制度やヘルメット着用の推奨を行い、交通安全意識
の高揚を図ります。

■教育支援事業
■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業
■交通安全推進事業

新型コロナウイルス感染症の影響があり、各学校で、できる限り警察と連携した交通安全教室を実施
しました。長期休業前には、交通安全防止対策やヘルメット着用の推奨を行い、交通安全意識の高揚
を図りました。

新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を講じながら、できる限り警察と連携した交通安全教室を
実施します。また、長期休業前には、交通安全防止対策やヘルメット着用の推奨を行い、交通安全意
識の高揚を図ります。

指標／目標
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№
施策名/担当部
署

学校教育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

通学路の安全点検実施
回数（小学校）

３回／年 ３回／年 ３回／年 ３回／年 ４回／年

交通指導員の配置人数 39人/年 39人/年 ３８人/年 ３９人/年 39人／年

№
施策名/担当部
署

道路課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

学校教育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

不審者対応等の防犯教
育に関する教職員の研
修会実施校数

19校 19校 19校 19校 19校

校区内防犯会議の実施
割合

92% 100% 100% 100% 100%

危機管理マニュアル等による防犯指導の強化

142

不審者から子どもを守るため、危機管理マニュアル等を活用し、児童、生徒、教職員を対象に研修会
を実施し、不審者対応についての意識高揚を図ります。また、地域・学校・行政と連携し、校区内防
犯会議を実施し、地域内での防犯情報の共有を図り、犯罪抑止力を高めます。

■教育支援事業
■防犯推進事業

不審者から子どもを守るため、危機管理マニュアルの見直しを実施しました。学校運営協議会等で、
地域の防犯について取り上げ、保護者、地域の見守り体制の強化を図りました。

危機管理マニュアルについては不断の見直しを実施します。新型コロナウイルス感染症の対策を講じ
ながら、地域防犯会議や学校運営協議会を実施し、防犯情報の共有を図ります。

指標／目標

通学路の安全活動の推進

141-
1

教職員による登校指導や保護者、交通指導員などの地域住民と協力し、登下校時の安全確保に努めま
す。また、ＰＴＡや安全ボランティアなどの協力により、通学路の安全調査や安全マップを作成し、
交通安全への意識を高めます。

■教育支援事業
■交通安全推進事業

交通指導員の配置を行い安全確保に努めました。

交通指導員の配置を行い安全確保に努めてまいります。また、通学路の総点検を実施し、点検結果に
もとづき、対策を講じてまいります。

通学路の安全活動の推進

141

教職員による登校指導や保護者、交通指導員などの地域住民と協力し、登下校時の安全確保に努めま
す。また、ＰＴＡや安全ボランティアなどの協力により、通学路の安全調査や安全マップを作成し、
交通安全への意識を高めます。

■教育支援事業
■交通安全推進事業

教職員や保護者、地域の方と協力しながら、児童生徒の登下校の見守りを実施しました。また、学期
に一回程度、通学路の安全調査を行い、各登校班に伝えることで、交通安全への意識を高めました。

教職員や保護者、地域の方と協力しながら、児童生徒の登下校の見守りを実施します。また、学期に
一回程度、通学路の安全調査を行い、各登校班に伝えることで、交通安全への意識を高めます。

指標／目標
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№
施策名/担当部
署

危機管理防災
課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

危機管理防災
課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

防犯意識啓発をする自
治組織数

57団体 57団体 57団体 57団体 57団体

№
施策名/担当部
署

危機管理防災
課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

防犯推進会議加盟団体
数

147団体 147団体 153団体 155団体 150団体

防犯パトロール実施回
数（各校）

３回／年 ３回／年 ３回／年 ３回／年 ５回／年

防犯活動の推進

144

自治組織、ＰＴＡや事業所などで構成される「ふじみ野市防犯推進会議」の加盟団体の拡充を図り、
全地域に対して、防犯活動を推進します。また、各学校において、不審者対応等の防犯訓練を実施
し、事故発生時の即応能力の向上と防犯意識の高揚を図ります。

■防犯推進事業
■教育支援事業

防犯推進会議において、新規に6団体（事業所）が加盟し、市内の防犯体制の強化が図られました。

防犯推進会議加盟団体の拡充を図り、市内の防犯体制強化に努めてまいります。

指標／目標

防犯意識啓発の充実

143

防犯キャンペーンを実施し、地域における防犯講話や親子防犯教室の開催のほか、防犯情報メールの
発信や「見せる防犯」として、地域に対して防犯のぼり旗を提供するなど、防犯意識の高揚に向けた
取り組みを積極的に推進します。

■防犯推進事業

東入間警察署との合同による防犯キャンペーン（12月15日）、親子防犯教室（幼稚園7か所）及び
防犯情報メールの配信（55回）、防災行政無線放送（15回）、青パト隊によるパトロール（185
回）を実施しました。また、各地域に対する防犯のぼり旗の提供など防犯意識の高揚に向けた取り組
みを実施しました。

新型コロナウイルス感染拡大防止対策を図りながら、防犯キャンペーンなどを実施し、引き続き、防
犯意識の高揚に向けた取り組みを推進していきます。

指標／目標

危機管理マニュアル等による防犯指導の強化

142-
1

不審者から子どもを守るため、危機管理マニュアル等を活用し、児童、生徒、教職員を対象に研修会
を実施し、不審者対応についての意識高揚を図ります。また、地域・学校・行政と連携し、校区内防
犯会議を実施し、地域内での防犯情報の共有を図り、犯罪抑止力を高めます。

■教育支援事業
■防犯推進事業

新型コロナウイルスの影響により校区内会議が自粛されましたが、教育委員会を通じ、児童・生徒に
対する声掛け事案など、地域内での防犯情報について共有を図りました。

東入間警察署などからの犯罪情報に基づき、引き続き、地域内での防犯情報の共有を図り、犯罪抑止
力を高めていきます。
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№
施策名/担当部
署

学校教育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

学校給食課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

食物アレルギーに対す
る保護者相談会開催回
数

２回／年 １回／年 ２回／年 ２回／年 ２回／年

アレルギー食対応施設
数（保育所（園））

28か所 28か所 28か所 28か所 28か所

食物アレルギー等対応
研修会の実施回数

２回／年 ２回／年 ０回／年 １回／年 １回／年

№
施策名/担当部
署

保育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

アレルギー対策の推進

145-
1

研修会や健診などの際に、アレルギーに関する正しい知識の普及や情報を提供するとともに、家庭、
保育所（園）、学校が医療・保健機関と連携を図り、子どもの体質に応じた対策を実施します。

■なの花学校給食センター管理運営事業
■あおぞら学校給食センター管理運営事業
■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業
■乳幼児健康診査事業
■母子健康教育・相談事業
■地域健康推進事業
■教育支援事業

アレルギーの診断書や医師の食事指示書を基に、保護者と相談しアドバイスしながら除去食・代替食
を実施しました。

アレルギーの診断書や医師の食事指示書を基に、除去食・代替食を実施します。

アレルギー対策の推進

145

研修会や健診などの際に、アレルギーに関する正しい知識の普及や情報を提供するとともに、家庭、
保育所（園）、学校が医療・保健機関と連携を図り、子どもの体質に応じた対策を実施します。

■なの花学校給食センター管理運営事業
■あおぞら学校給食センター管理運営事業
■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業
■乳幼児健康診査事業
■母子健康教育・相談事業
■地域健康推進事業
■教育支援事業

学校給食における食物アレルギーに対する保護者相談会を実施しました。また、なの花学校給食セン
ターにおいて、食物アレルギー対応食（卵・乳除去食）を調理し、希望する児童に提供しました。

平成２８年度なの花学校給食センター開設当初から開始したアレルギー対応食の提供は、令和元年２
学期から対象の拡充・拡大を行ったことで、さらに希望者が増えています。（平成３０年度１２人、
令和元年度１８人、令和２年度２６人、令和３年度7月時点３０人）
将来的に提供食数が増加し続けた場合にどのように対応できるのか、運営方法を含めて検討をしてお
く必要があります。

指標／目標

防犯活動の推進

144-
1

自治組織、ＰＴＡや事業所などで構成される「ふじみ野市防犯推進会議」の加盟団体の拡充を図り、
全地域に対して、防犯活動を推進します。また、各学校において、不審者対応等の防犯訓練を実施
し、事故発生時の即応能力の向上と防犯意識の高揚を図ります。

■防犯推進事業
■教育支援事業

各学校で不審者対応等の避難訓練を実施しました。事故発生時の即応能力の向上と防犯意識の高揚を
図りました。

各学校で不審者対応等の避難訓練を実施することで、事故発生時の即応能力の向上と防犯意識の高揚
を図ります。
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№
施策名/担当部
署

保健センター

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

学校教育課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

№
施策名/担当部
署

道路課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

道路の段差解消 20か所／年 8か所／年
2か所／年
（Ｈ-36号線歩
道整備含む）

8か所／年 ８か所／年

道路の段差解消の推進

146

地域の協力を得ながら、危険か所を点検し、段差解消などのバリアフリー化を行い、安全な道路整備
を推進します。

■道路舗装修繕事業

Ｈ－36号線の植樹帯を撤去し、歩道整備を実施、また、街路樹の根で隆起した歩道の段差の解消を
実施しました。

街路樹の根で隆起した歩道の段差を解消し、歩行者などが安全安心に利用できるように努めてまいり
ます。

指標／目標

アレルギー対策の推進

145-
3

研修会や健診などの際に、アレルギーに関する正しい知識の普及や情報を提供するとともに、家庭、
保育所（園）、学校が医療・保健機関と連携を図り、子どもの体質に応じた対策を実施します。

■なの花学校給食センター管理運営事業
■あおぞら学校給食センター管理運営事業
■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業
■乳幼児健康診査事業
■母子健康教育・相談事業
■地域健康推進事業
■教育支援事業

保護者から食物アレルギーの相談があった場合は、適時、担任や養護教諭、管理職が対応していま
す。年度末に、食物アレルギー対応相談を行い、アレルギー対応食等について共通理解を図りまし
た。

保護者から食物アレルギーの相談があった場合は、適時、担任や養護教諭、管理職が対応します。年
度末に、食物アレルギー対応相談を行い、アレルギー対応食等について共通理解を図ります。

アレルギー対策の推進

145-
2

研修会や健診などの際に、アレルギーに関する正しい知識の普及や情報を提供するとともに、家庭、
保育所（園）、学校が医療・保健機関と連携を図り、子どもの体質に応じた対策を実施します。

■なの花学校給食センター管理運営事業
■あおぞら学校給食センター管理運営事業
■市立保育所管理運営事業
■教育・保育施設運営支援事業
■乳幼児健康診査事業
■母子健康教育・相談事業
■地域健康推進事業
■教育支援事業

乳幼児健康診査および相談の際に、アレルギーに関する情報提供および個別相談を実施しました。
１歳６か月児と３歳児健康診査でアレルギー罹患調査を実施。
医師の診断による食品除去が行われるよう啓発に努めました。
1歳6か月児：アレルギー罹患率12.9％
3歳児：アレルギー罹患率23.2％

乳幼児健康診査および相談の際にアレルギーに関する情報提供および個別相談を実施しています。
今後も、1歳6か月児と3歳児健康診査におけるアレルギー罹患調査を実施するほか、アレルギーに関
する情報提供および個別相談を実施していきます。
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№
施策名/担当部
署

道路課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

ゾーン30の配置数 ５地区 ５地区 ５地区 ５地区 ５地区

№
施策名/担当部
署

道路課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

ＬＥＤ防犯灯の整備か
所数

5,800か所 5,810か所 5,820か所 5,830か所 5,850か所

ＬＥＤ防犯設備等の整備

148

夜間における犯罪の防止と通行者の安全を守るため、ＬＥＤ防犯灯などの防犯設備の整備を推進しま
す。

■交通安全推進事業

平成２９年度にLED照明導入事業にて市の管理する防犯灯につきましては、LED化をおえておりま
す。令和２年度においては、市民からの要望に基づきLED防犯灯の設置を行いました。

市民からの要望に基づきLED防犯灯の設置を進めて参ります。

指標／目標

ゾーン30区域の整備

147

一定の区域（ゾーン）内の道路の最高速度を時速30㎞に規制することで、歩行者等の安全を確保す
るため、必要に応じて、県警本部や東入間警察署と協議し、交通安全対策を図ります。

■交通安全推進事業

駒西地区において、ゾーン３０の対策実施済箇所における事後調査について、国土交通省と協議いた
しました。

事後調査の協議を実施し、必要であれば追加対策を実施してまいります。

指標／目標
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№
施策名/担当部
署

保健センター

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

救急医療体制制度の市民
への周知割合（健康カレ
ンダー全戸配布、市報、
ホームページ）

100% 100% 100% 100% 100%

№
施策名/担当部
署

子育て支援課

施策の概要

主な事務事業

R２実績報告

R3課題・取組

指標
実績値
（Ｒ1）

目標値
（Ｒ２）

実績値
（Ｒ２）

目標値
（Ｒ３）

目標値
（Ｒ６）

子育てサポーターを対
象とする事故予防研修
実施回数

２回／年 ２回／年 中止 ２回／年 ２回／年

職員の危機管理意識の高揚と施設等の安全確保

150

子どもが利用するすべての施設や参加する事業について、職員の危機管理意識を高め、日頃から危機
管理マニュアルに基づき十分安全点検し、施設や事業の安全確保に努めます。また、子どもが参加す
る事業に関わる指導員やボランティアを対象に救命救急法やリスクマネージメントの研修を行いま
す。

■子ども・子育て支援対策事業　ほか全庁関連事業

新型コロナ感染予防のため、令和2年度は子育てサポーターの研修参加を中止しました。

新型コロナ感染予防対策を講じながら、子育てサポーターを対象とする事故予防研修を実施していき
ます。

指標／目標

地域の医療体制の充実

149

東入間医師会、市医師会及び近隣の救急病院と連携を図り、休日・夜間における救急医療体制を確保
します。また、県の救急電話相談や休日における救急診療等について市民へ周知し、地域医療体制の
充実を図ります。

■救急・地域医療支援事業

小児時間外救急診療所を実施
東入間医師会
【診療日数】108日
【延患者数】22人
※当初の診療日数を292日で予定していましたが、平日夜間の小児時間外救急診療所については、新
型コロナウイルス感染症のまん延を受け、感染防御策が十分にとれないなど、発熱患者への対応が十
分にできないため、令和２年８月１７日から当面の間、休診としているため、診療日数が１０８日と
なってます。

第二次小児救急医療支援事業
[朝霞地区小児救急医療支援事業]
イムス富士見総合病院
【当番日数】107日
【取扱患者数】349人
（入院）38人
（外来）311人
上記事業等への補助及び周知を行いました。

市民にとって安心・安全な暮らしを守るためにも、市民が必要とする医療が円滑に受けられるよう、
県や関係市町、東入間医師会等との連携し、地域医療の充実に努めてきました。また、市民に対して
地域医療制度を周知するために、市報や市ホームページ、Ｆメール及び健康カレンダー等を活用した
周知を行ってきました。

指標／目標
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子宮頸がん
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